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研
究
ノ
ー
ト

−77−

＊
元
福
島
県
立
博
物
館

一
．
は
じ
め
に
　
問
題
の
所
在

福
島
県
太
平
洋
沿
岸
の
浜
通
り
地
方
に
は
、
神
輿
が
海
浜
に
下
り
、
潮
垢
離
を
取
る
浜

下
り
の
神
事
が
数
多
く
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
も
数
社
が
古
式
を
残
し
た
形
で
継
承

さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
海
浜
に
は
防
潮
堤
の
建
設
な
ど
海

浜
の
景
観
は
一
変
し
、
か
つ
て
の
浜
下
り
の
神
事
の
祭
場
も
消
滅
し
た
り
、
海
岸
部
に
あ

っ
た
社
殿
も
流
失
し
た
り
、
ま
た
浜
下
り
の
神
事
を
記
載
し
た
行
列
帳
や
神
楽
の
資
料
等

も
流
失
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
数
社
で
は
規
模
は
縮
小
さ
れ
つ
つ
わ
ず
か
に
行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
四
年
三
月
に
は
南
相
馬
市
鹿
島
区
北
海
老
の
虚
空
蔵
尊
の
浜
下
り
な
ど
は
、
そ
の
一

例
で
あ
る
。

福
島
県
立
博
物
館
で
は
、
平
成
五
年
か
ら
九
年
ま
で
テ
ー
マ
研
究
「
福
島
県
に
お
け
る

浜
下
り
の
研
究
」
に
よ
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
『
福
島
県
に
お
け
る

浜
下
り
の
研
究
』
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
前
の
浜
下
り
の
神
事
の
実
態
、

主
に
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
報
告
で
あ
る
。

ま
た
、
福
島
県
浜
通
り
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
は
、
文
化
庁
よ
り
記
録
選
択
行
事
に
認

定
さ
れ
、
福
島
県
教
育
委
員
会
の
主
導
の
も
と
、
現
在
の
浜
下
り
の
神
事
の
総
合
的
な
調

査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
調
査
は
県
内
の
民
俗
研
究
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
、
調
査
員
が

祭
礼
ご
と
に
調
査
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
。
浜
下
り
の
神
事
の
総
合
的
な
調
査
研
究
で

あ
り
、
隣
接
す
る
茨
城
県
や
宮
城
県
の
浜
下
り
の
神
事
と
の
関
連
な
ど
も
明
ら
か
な
も
の

に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
大
学
の
卒
業
論
文
で
福
島
県
浜
通
り
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
分
布
調
査
を
主
に
し
て
昭
和
四
五
～
四
七
年
の
三
年
間
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
浜
下

り
の
神
事
の
現
地
調
査
と
、
廃
絶
し
て
い
た
浜
下
り
に
つ
い
て
は
聞
き
書
き
に
よ
る
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
二
〇
余
り
の
浜
下
り
の
神
事
の
分
布
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
分
布
は
全
国
的
に
見
て
も
突
出
す
る
も
の
で
、
茨
城
県
と
宮
城
県
沿
岸
に
も

⑴

⑵

連
な
っ
て
分
布
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
当
時
学
生
の
身
で
あ
っ
た
筆
者
に
と
り
、
た

だ
た
だ
浜
下
り
の
神
事
の
分
布
を
追
い
か
け
る
の
み
で
、
考
察
に
ま
で
は
充
分
及
ば
な
か

っ
た
。
こ
の
時
か
ら
五
〇
年
余
り
を
経
た
現
在
、
稚
拙
な
調
査
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の

古
老
た
ち
の
伝
承
や
、
浜
下
り
の
神
事
の
写
真
は
、
今
と
な
っ
て
は
得
難
い
も
の
で
あ
る

と
自
認
し
て
い
る
。

福
島
県
浜
通
り
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
総
合
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
折
、
筆
者

の
拙
い
調
査
記
録
が
、
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
、
幸
甚
で
あ
る
。

筆
者
は
出
身
地
の
相
馬
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
に
つ
い
て
、
四
月
八
日
の
八
龍
神
の
浜

下
り
に
つ
い
て
別
稿
で
概
説
し
た
。
本
稿
は
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
に
つ
い
て
、

神
事
形
態
か
ら
祭
場
で
あ
る
御
旅
所
へ
の
浜
下
り
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
い
わ
き
地
方
の

浜
下
り
の
神
事
で
特
色
的
に
み
ら
れ
る
サ
カ
ム
カ
エ
に
注
目
し
、
五
〇
年
前
の
調
査
資
料

を
整
理
し
、
相
馬
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
と
照
合
し
つ
つ
、
福
島
県
浜
通
り
地
方
の
浜
下

り
の
神
事
に
つ
い
て
民
俗
学
的
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
す
る
。
研
究
方

法
と
し
て
、
筆
者
自
身
の
調
査
資
料
を
中
心
と
す
る
が
、
先
学
の
研
究
業
績
お
よ
び
市
町

村
史
民
俗
編
等
に
収
録
さ
れ
た
浜
下
り
の
神
事
の
資
料
を
多
く
利
用
し
、
筆
者
の
拙
い
調

査
を
補
っ
て
い
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
い
わ

き
地
方
を
中
心
と
す
る
が
、
関
連
資
料
と
し
て
福
島
県
内
の
資
料
を
も
紹
介
し
、
福
島
県

浜
通
り
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
総
括
を
も
試
み
た
い
。

二
．
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事

　
（
１
）
浜
下
り

神
（
神
輿
・
御
神
体
）
や
人
が
浜
ま
で
下
っ
て
潮
水
を
あ
び
る
神
事
や
行
事
で
「
ハ
マ

ク
ダ
リ
」
と
も
い
う
。
浜
下
り
は
村
落
規
模
の
集
団
に
よ
る
祭
礼
と
、
個
人
に
よ
る
行
事

と
に
分
け
ら
れ
る
。
祭
礼
と
し
て
の
浜
下
り
は
、
神
奈
川
県
か
ら
岩
手
県
に
か
け
て
の
太

平
洋
沿
岸
に
分
布
し
、
特
に
千
葉
・
茨
城
・
福
島
・
宮
城
の
四
県
に
多
い
。
茨
城
県
北
部

⑶

御
旅
所
へ
の
神
幸　
浜
下
り
の
神
事

−

い
わ
き
地
方
を
中
心
に

−

＊
佐
々
木
　
長
　
生
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佐々木長生

か
ら
福
島
県
南
部
の
い
わ
き
地
方
に
か
け
て
は
、
四
月
八
日
を
祭
日
に
し
て
お
り
、
毎
年

行
わ
れ
る
。一
方
北
部
の
相
馬
地
方
で
は
一
二
年
に
一
度
な
ど
決
ま
っ
た
年
に
行
わ
れ
る
。

浜
下
り
を
す
る
海
浜
は
、
聖
地
と
し
て
の
観
念
が
強
い
。
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
や
い
わ

き
市
な
ど
で
は
、
数
基
の
神
輿
が
一
つ
の
祭
場
に
下
り
る
寄
合
祭
が
行
わ
れ
る
。
浜
下
り

の
神
事
は
獅
子
神
楽
や
手
踊
り
な
ど
多
く
の
民
俗
芸
能
が
神
々
と
と
も
に
浜
ま
で
下
り
、

祭
場
で
奉
納
さ
れ
る
。

浜
下
り
を
す
る
神
々
に
は
漂
着
神
伝
承
を
伴
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
か
つ
て
神
が
漂

着
し
た
と
伝
え
る
浜
に
下
る
場
合
が
多
い
。
神
々
が
浜
ま
で
下
る
と
、
砂
や
玉
石
で
祭
壇

を
築
き
、
神
輿
を
安
置
す
る
場
合
が
多
い
。
神
輿
を
か
つ
い
だ
ま
ま
海
水
に
入
っ
た
り
、

御
神
体
を
海
水
に
浸
し
た
り
、
新
し
い
桶
に
潮
水
を
汲
ん
で
神
輿
に
奉
納
し
た
り
す
る
。

ま
た
榊
で
御
神
体
や
神
輿
に
潮
水
を
か
け
た
り
す
る
。
こ
れ
は
神
々
の
禊
と
い
え
る
。
潮

水
の
浄
祓
力
に
よ
っ
て
神
々
が
蘇
生
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

浜
下
り
の
と
き
に
は
、
祭
礼
に
参
加
す
る
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
そ
ろ
っ
て
海
浜
に
下

り
、
神
輿
の
周
辺
で
食
事
を
す
る
風
習
が
見
ら
れ
る
。
神
々
と
の
共
同
飲
食
の
習
俗
と
も

い
え
る
。
相
馬
地
方
の
よ
う
に
一
二
年
に
一
度
の
浜
下
り
で
は
、
親
戚
知
人
を
家
に
招
い

て
馳
走
す
る
習
俗
が
近
年
ま
で
見
ら
れ
た
。
筆
者
も
子
ど
も
の
頃
、
父
母
に
連
れ
ら
れ
行

っ
た
記
憶
が
あ
る
。

　

個
人
に
よ
る
浜
下
り
は
、
九
州
地
方
や
沖
縄
地
方
に
見
ら
れ
る
。
鳥
や
小
動
物
が
屋
内

に
入
り
込
ん
だ
時
な
ど
、
そ
れ
を
不
吉
の
前
兆
と
し
て
、
浜
下
り
を
行
っ
て
身
を
清
め
る

と
い
う
。

　
（
２
）
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
特
色

　

い
わ
き
地
方
と
言
え
ば
、
一
般
的
に
は
い
わ
き
市
を
指
す
が
、
本
稿
で
は
双
葉
郡
南
部

の
富
岡
町
・
楢
葉
町
・
広
野
町
を
含
め
て
、「
い
わ
き
地
方
」
と
位
置
付
け
て
、
浜
下
り

の
神
事
の
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
地
域
の
浜
下
り
の
神
事
は
、
四
月
八

日
が
多
い
こ
と
や
、
神
社
か
ら
祭
場
と
な
る
浜
ま
で
数
か
所
の
御
旅
所
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
共
通
し
た
神
事
形
態
が
見
ら
れ
る
。
双
葉
町
や
浪
江
町
な
ど
北
部
や
相
馬
地
方
と
は
明

確
な
神
事
形
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
浜
下
り
の
神
事
の
地
域
性
が
存
在
す
る
。

　

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
特
色
と
し
て
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
①
福
島
県
浜
通
り
地
方
に
一
二
〇
年
余
り
の
浜
下
り
が
確
認
さ
れ
る
な
か
、
そ
の
半

数
が
い
わ
き
地
方
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
。
②
祭
日
は
四
月
八
日
が
ほ
と
ん
ど
で
毎
年
行

わ
れ
る
。
③
浜
下
り
を
す
る
祭
場
の
浜
は
一
定
し
て
お
り
、
そ
こ
に
各
地
か
ら
数
基
の
神

輿
が
集
合
し
、
④
寄
合
祭
り
が
行
わ
れ
、
海
に
向
か
っ
て
神
輿
が
安
置
さ
れ
、
⑤
そ
こ
で

謡
や
め
で
た
い
唄
が
歌
わ
れ
、
神
人
共
同
の
飲
食
を
行
う
。
こ
れ
を
サ
カ
ム
カ
エ
と
呼
ん

で
い
る
。
⑥
浜
下
り
を
す
る
神
々
に
は
、
漂
着
神
伝
承
が
あ
り
、
神
上
陸
の
伝
承
を
伝
え

る
浜
に
下
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
⑦
浜
下
り
を
す
る
神
輿
と
共
に
、
特
定
の
家
の
氏
神

も
浜
下
り
を
す
る
。
⑧
山
宮
と
里
宮
と
し
て
二
つ
の
神
々
の
浜
下
り
も
み
ら
れ
る
。
ま
た

浜
下
り
の
神
事
の
中
に
、
⑨
作
占
的
な
神
事
や
行
事
が
あ
る
。
⑩
神
社
か
ら
祭
場
と
な
る

海
浜
ま
で
は
御
旅
所
が
数
か
所
設
け
ら
れ
、
神
輿
が
休
ま
れ
、
そ
こ
で
も
謡
や
芸
能
が
奉

納
さ
れ
る
。
祭
場
や
御
旅
所
で
は
、
サ
カ
ム
カ
エ
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
。
⑪
勅
使
と
か

殿
様
・
家
老
と
呼
ば
れ
る
男
児
の
浜
下
り
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
の
浜
下
り
が

存
在
す
る
。
児
童
ら
が
馬
上
で
眠
る
と
、
神
が
つ
い
た
と
沿
道
の
人
た
ち
は
手
を
合
わ
せ

拝
む
。
⑫
浜
下
り
が
行
わ
れ
る
四
月
八
日
に
は
、
浜
下
り
が
行
わ
れ
る
沿
道
の
各
戸
の
玄

関
口
や
門
前
に
は
、
御
神
灯
の
行
灯
が
灯
さ
れ
、
そ
の
前
に
は
山
か
ら
ヤ
マ
ブ
キ
や
ツ
ツ

ジ
の
花
を
桶
に
入
れ
供
え
る
習
俗
が
昭
和
四
十
年
代
ま
で
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
サ
カ
ム
カ

エ
と
も
呼
ん
で
い
る
。
里
の
村
の
青
年
た
ち
と
浜
の
青
年
た
ち
が
連
携
し
て
浜
下
り
の
神

事
が
執
行
さ
れ
、神
輿
の
受
け
渡
し
が
厳
格
に
行
わ
れ
る
。
時
に
は
喧
嘩
騒
ぎ
に
も
な
る
。

　
（
３
）
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
歴
史
的
資
料

菅
波
の
大
國
魂
神
社
に
は
天
保
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
大
国
神
社
の
豊
間
浜
へ
の
浜
下

り
に
際
し
て
、
神
輿
の
受
け
取
り
渡
し
を
め
ぐ
っ
て
豊
間
村
の
若
い
衆
と
薄
磯
村
の
若
い

衆
と
が
口
論
と
な
り
喧
嘩
騒
動
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
処
置
を
記
載
し
た
天
保
三
年
（
一

八
三
〇
）
の
文
書
が
あ
る
。
大
國
魂
神
社
宮
司
山
名
隆
弘
氏
の
御
提
供
に
よ
り
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
近
世
の
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
様
子
が
う
か
が
え
る
貴
重
な

資
料
と
い
え
よ
う
。

　
　

奉
願
上
候
口
上
之
覚

　

一
大
國
魂
大
明
神
神
事
之
儀
例
年

　
　

四
月
八
日
内
藤
因
幡
守
様
御
領
分

　
　

豊
間
村
江
神
幸
仕
来
候
處
去
々
寅
ノ

　
　

四
月
八
日
右
豊
間
若
キ
者
与

　
　

御
領
分
薄
磯
村
若
キ
者
共
与
神
輿

　
　

肩
入
之
儀
ニ
付
口
論
之
上
怪
我
人
等
も
出

　
　

来
仕
既
御
掛
ケ
合
ニ
も
相
成
候
処
荒
田
目
村

　
　

名
主
源
左
衛
門
下
大
越
村
久
右
衛
門
藤
間
村
名
主

　
　

定
右
衛
門
半
之
丞
北
白
土
村
大
橋
庄
左
衛
門
菅
波
村

　
　

箱
崎
庄
助
沼
之
内
村
名
主
庄
五
郎
右
七
人

　
　

之
者
共
内
済
取
扱
事
済
ニ
茂
可
相
成

⑷
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御旅所への神幸　浜下りの神事−いわき地方を中心に−

　
　

処
為
取
替
一
札
一
条
ニ
付
破
談
ニ
相
成
去

　
　

卯
ノ
四
月
中
之
事
済
候
迄
者
神
幸

　
　

見
合
候
様
被　

仰
付
當
年
迄
弐
ケ
年

　
　

内
神
事
取
行
イ
罷
在
候
処
此
度
前

　
　

書
七
人
之
者
共
外
ニ
薄
磯
村
市
郎
治
取
咤

　
　

ヲ
以
豊
間
薄
磯
両
村
之
面
々
昨
十
二
日

　
　

沼
之
内
村
名
主
庄
五
郎
宅
江
集
り
別
紙

　
　

被
取
替
證
文
之
通
内
事
ニ
相
済
候
然
ル

　
　

処
此
節
疫
癘
疱
瘡
流
行
仕
候
ニ
付

　
　

来
ル
十
五
日
豊
間
村
迄
神
幸
致
呉
候

　
　

様
両
村
之
者
共
願
之
趣
右
扱
人
よ
り
相

　
　

願
候
間
事
済
ニ
相
成
候
義
ニ
御
座
候
得
ハ

　
　

任
其
意
神
幸
仕
度
奉
願
上
候
右
願

　
　

之
通
被　

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願

　
　

上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
波
村

　
　
　

天
保
三
壬
辰
年
六
月　
　

山
名
伊
豆
正

　
　
　

　
　
　

寺
社

　
　
　
　

御
役
所�

�

（
令
和
四
年
六
月
一
〇
日　

小
野
一
雄
氏
解
読
）

　

こ
の
史
料
に
は
、
疫
病
の
疱
瘡
が
海
浜
の
薄
磯
村
に
流
行
し
た
の
で
大
國
魂
神
社
の
浜

下
り
神
幸
を
請
願
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
浜
下
り
の
神
事
に
疫
病
祓
い
の
信
仰

観
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
海
浜
の
村
に
漁
業
不
振
や
疫
病
流
行
な
ど
に
里
村

の
神
社
に
浜
下
り
を
要
請
し
た
こ
と
は
、
古
老
た
ち
の
伝
承
か
ら
も
聞
か
れ
た
。

　
（
４
）
明
治
期
の
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事

明
治
時
代
の
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
大
須
賀

筠
軒
の
明
治
二
五
年
記
載
の
『
磐
城
誌
料
歳
時
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
國
魂
神
社
の
浜

下
り
の
存
在
を
記
述
し
て
い
る
。

大
國
魂
神
社
は
い
わ
き
地
方
で
は
古
い
歴
史
の
神
社
で
あ
り
、
浜
下
り
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。

⑸

　
　

四
月

　

八
日　

各
處
神
社
例
祭
多
シ
。
先
ヅ
式
内
神
社
ヲ
揚
ゲ
、
次
ニ
式
外
古
社
ヲ
挙
ゲ
シ
。

　

大
國
魂
明
神　

城
東
一
里
六
町
、
菅
波
村
ニ
ア
リ
。
大
物
主
神
ヲ
祀
ル
。
神
輿
豊
間
浜

ヘ
行
幸
ア
リ
。（
以
下
省
略
）

三
．
民
俗
学
に
お
け
る
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事

　
（
１
）　

磐
城
民
俗
研
究
会
に
よ
る
調
査

　

高
木
誠
一
・
山
口
弥
一
郎
・
岩
崎
敏
夫
・
和
田
文
夫
氏
の
諸
氏
は
、
昭
和
十
一
年
、
現

在
の
い
わ
き
市
平
薄
磯
地
区
の
民
俗
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、「
磐
城
豊
間

村
薄
磯
の
漁
村
民
俗
資
料
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、「
さ
か
む
か
り
」（
さ

か
む
か
え
の
誤
記
か
）・「
浜
下
り
」・「
お
し
ほ
と
り
と
さ
か
む
か
へ
」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
調
査
報
告
は
、
そ
の
後
柳
田
国
男
の
目
に
も
触
れ
、「
神
道
と
民
俗
学
」
な
ど

に
も
引
用
紹
介
さ
れ
る
。
浜
下
り
の
神
事
の
民
俗
学
研
究
の
先
駆
け
と
な
る
調
査
報
告
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
分
布
も
記
載
し
て
お
り
、
そ
の
主

な
神
社
の
浜
下
り
の
祭
場
と
神
事
の
様
子
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
お
し
ほ
と

り
と
さ
か
む
か
へ
」
の
記
述
は
、
百
年
前
の
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
様
子
を
如

実
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、「
浜
下
り
」
に
つ
い
て
も
、「
一
定
の
日
に
各
神
社
の
神
輿
が
浜
に
お
さ
が
り
に

な
っ
て
潮
を
と
り
さ
か
む
か
へ
を
行
ふ
事
は
古
よ
り
名
高
い
。」
と
、
い
わ
き
地
方
の
浜

下
り
の
神
事
の
特
色
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　

サ
カ
ム
カ
エ
と
い
う
呼
称
は
、
現
在
も
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
で
聞
か
れ
る
が
、

そ
の
詳
細
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
当
時
の
古
老
か
ら
の
聞
書

き
を
記
載
し
て
お
り
、「
さ
か
む
か
へ
」
の
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
所
で
潮
を
と
っ
た
神
輿
は
薄
磯
の
浜
に
集
っ
て
海
に
面
し
て
並
ぶ
。
て（

伝
馬
船
）

ん
ま
を
台
と

し
て
到
着
順
に
並
び
、
ま
た
同
じ
順
に
お
さ
か
む
か
へ
の
祝
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
全
部

の
神
輿
が
並
ぶ
の
は
堂
々
と
し
て
立
派
で
あ
る
。
さ
か
む
か
へ
の
世
話
は
、
薄
磯
の
社
総

代
達
が
主
と
な
っ
て
取
り
行
ふ
の
で
あ
っ
て
、
当
日
は
多
忙
で
あ
る
。
青
年
漁
師
み
な
出

て
供
物
を
供
へ
る
。

　

さ
か
む
か
へ
に
は
先
づ
高
砂
、
庭
の
い
さ
ど
の
如
き
め
で
た
き
謡
を
三
つ
う
た
ふ
。

こ
ゝ
の
区
長
と
か
社
総
代
が
代
表
し
て
発
声
す
る
。
次
に
め
で
た
を
三
つ
う
た
ふ
。
此
方

で
一
つ
や
れ
ば
向
ふ
で
や
る
と
い
っ
た
具
合
に
両
方
で
や
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
す
む
と

酒
盛
と
な
る
。
夕
刻
神
輿
は
皆
帰
路
に
つ
き
、
こ
の
村
の
青
年
達
は
村
は
づ
れ
ま
で
送
る

⑹

⑺
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佐々木長生

こ
と
を
習
慣
と
す
る
。
よ
そ
の
神
輿
は
帰
っ
て
も
こ
ゝ
の
薄
井
神
社
の
は
町
を
も
み
歩
き

社
に
も
ど
る
の
は
、
夜
中
の
十
二
時
頃
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
ふ
。
以
上
は

主
と
し
て
同
地
の
政
井
氏
の
話
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
依
る
。

　

こ
の
調
査
報
告
は
、
以
来
柳
田
国
男
監
修
、
日
本
民
俗
学
研
究
所
編
の
『
民
俗
学
辞
典
』

の
「
御
旅
所
」
の
項
目
な
ど
に
も
紹
介
さ
れ
、
民
俗
学
に
お
け
る
浜
下
り
研
究
の
歴
史
的

資
料
と
し
て
多
く
の
研
究
者
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
堀
一
郎
氏
の
「
神
幸
浜
下
の

神
事
」
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

四
．
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
特
色

　
（
１
）　

祭
日

　

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
は
四
月
八
日
に
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
日

は
「
神
の
日
」
と
も
呼
ば
れ
、
田
畑
に
出
る
こ
と
を
忌
む
習
俗
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
山

か
ら
ツ
ツ
ジ
や
ヤ
マ
ブ
キ
の
花
を
採
っ
て
き
て
玄
関
や
門
口
に
飾
る
習
俗
が
あ
り
、
こ
れ

を
サ
カ
ム
カ
エ
と
も
呼
ぶ
。
四
月
八
日
の
浜
下
り
は
い
わ
き
地
方
広
範
囲
に
及
ぶ
。
戦
後

は
五
月
四
日
に
行
う
神
社
が
多
く
な
っ
た
。

　
（
２
）　

祭
場

　

一
定
の
浜
に
下
り
、
数
基
の
神
輿
が
下
り
、
寄
合
祭
の
形
態
を
と
る
。
サ
カ
ム
カ
エ
が

行
わ
れ
る
。
祭
場
は
御
旅
所
と
し
て
の
観
念
が
あ
る
。

　
（
３
）　

漂
着
神
伝
承

　

か
つ
て
神
が
上
陸
し
た
浜
に
下
る
神
々
が
多
い
。

　
（
４
）　

御
旅
所

　

祭
場
ま
で
の
途
中
に
「
御
旅
所
」
が
数
か
所
設
け
ら
れ
、
謡
や
芸
能
が
奉
納
さ
れ
る
。

　
（
５
）　

作
占
の
行
事
を
伴
う

　
　

浜
下
り
を
行
っ
た
後
や
途
中
で
農
作
物
の
出
来
具
合
を
占
う
行
事
が
あ
る
。

　
（
６
）　

氏
神
の
浜
下
り

　

鎮
守
の
神
輿
と
一
緒
に
個
人
宅
の
氏
神
の
浜
下
り
を
行
う
。

　
（
７
）　

サ
カ
ム
カ
エ

　

神
輿
の
ま
わ
り
で
共
同
飲
食
が
行
わ
れ
る
。

　
（
８
）　

山
宮
と
里
宮
の
浜
下
り

　

山
宮
と
里
宮
的
な
観
念
が
み
ら
れ
る
二
神
の
浜
下
り
が
行
わ
れ
る
。
錦
町
御
宝
殿
の
熊

野
神
社
と
黒
田
の
熊
野
神
社
な
ど
。

⑻

五
．
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
諸
相

　
（
１
）　

大
國
魂
神
社　

い
わ
き
市
平
菅
波

　

前
述
し
た
と
お
り
、
浜
下
り
の
神
事
研
究
の
原
点
的
な
存
在
で
あ
る
。
筆
者
は
昭
和
四

六
年
、
神
社
近
く
の
根
本
英
憲
氏
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
七
五
歳
）
と
、
祭
場
の
い
わ
き

市
豊
間
の
遠
藤
菊
次
郎
氏
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
八
二
歳
）

毎
年
四
月
八
日
、
豊
間
の
浜
に
下
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
五
月
五
日
で
、
三
年
に
一
度

ぐ
ら
い
。
お
下
り
に
な
ら
な
い
と
、
漁
が
な
い
と
か
悪
病
が
は
や
る
か
ら
と
い
っ
て
、
是

非
来
て
く
れ
と
豊
間
か
ら
迎
い
に
来
る
。

浜
に
下
ら
な
い
と
き
は
、
宵
は
神
官
と
社
総
代
が
豊
間
に
オ
コ
ウ
リ
を
取
り
に
行
っ
た
。

大
國
魂
神
社
の
御
神
体
は
、
か
つ
て
豊
間
の
遠
藤
某
が
霊
通
川
の
川
口
で
、
恵
比
寿
大
黒

み
た
い
な
も
の
を
拾
い
上
げ
た
が
、
こ
こ
に
置
い
た
の
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
の
で
、

菅
波
に
祀
っ
た
。
こ
の
神
が
あ
が
っ
た
と
い
う
伝
承
に
基
づ
き
、浜
ま
で
下
る
と
も
い
う
。

か
つ
て
は
、
遠
藤
家
が
鍵
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
遠
藤
さ
ん
が
来
な
い
と
、
祭
り
に
な
ら

な
か
っ
た
。
浜
ま
で
の
道
順
は
、
か
つ
て
神
が
上
っ
て
来
た
と
い
う
道
を
下
り
、
霊
通
川

の
ほ
と
り
を
通
っ
て
、
豊
間
の
宿
（
遠
藤
さ
ん
宅
）
前
に
神
輿
を
安
置
し
、
潮
垢
離
を
と

る
。
オ
コ
ウ
リ
と
言
っ
て
、
榊
に
潮
水
を
浸
し
て
神
輿
に
ふ
り
か
け
る
。

浜
で
の
神
事
が
終
わ
っ
た
ら
宿
で
休
む
。
午
後
二
時
頃
、
豊
間
の
青
年
た
ち
は
神
輿
を

担
い
で
波
際
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
き
、
海
中
に
担
ぎ
入
れ
泳
ぐ
。
昔
は
豊
間
の
青
年
た

ち
が
途
中
ま
で
神
輿
も
迎
え
に
来
た
。
こ
こ
で
神
輿
渡
し
が
あ
る
が
、
な
か
な
か
渡
さ
な

い
た
め
、
い
つ
も
大
げ
ん
か
に
な
る
と
い
う
。

海
岸
で
は
、
区
長
を
は
じ
め
組
長
ら
が
立
ち
会
っ
て
、
総
代
が
お
神
酒
を
く
み
か
わ
す
。

豊
間
の
町
内
の
人
た
ち
も
、
お
神
酒
を
あ
げ
た
り
、
赤
飯
を
あ
げ
た
り
す
る
。
こ
の
と
き

頭
付
の
魚
を
必
ず
あ
げ
る
。
こ
れ
を
サ
カ
ム
カ
エ
と
呼
ん
で
い
る
。

神
輿
が
海
岸
よ
り
あ
が
る
と
、
豊
間
の
町
内
を
ね
り
歩
く
。
豊
間
の
青
年
た
ち
が
浜
の

町
境
ま
で
送
っ
て
き
て
、
川
境
で
菅
波
の
青
年
た
ち
に
神
輿
を
お
返
し
す
る
。
帰
り
は
、

薄
磯
で
各
地
よ
り
集
っ
た
神
輿
と
一
緒
に
サ
カ
ム
カ
エ
の
祝
い
を
す
る
。

沼
ノ
内
を
通
り
、
藤
間
の
北
向
き
地
蔵
の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
休
む
。
大
越
よ
り
新
田
目

に
き
て
休
み
、
こ
こ
か
ら
は
新
田
目
の
青
年
だ
け
で
集
落
を
ま
わ
る
。
山
崎
で
は
、
こ
こ

の
青
年
が
神
輿
を
か
つ
ぎ
集
落
を
一
回
り
し
た
後
、
ま
た
新
田
目
の
青
年
に
神
輿
を
渡
す
。

新
田
目
の
青
年
は
、
甲
塚
古
墳
に
登
り
、
そ
こ
を
三
回
ま
わ
っ
て
菅
波
の
洞
口
に
来
る
。

こ
こ
で
菅
波
の
青
年
た
ち
が
待
っ
て
い
て
神
輿
を
受
け
取
る
が
、
こ
こ
の
境
目
で
一
歩
入
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御旅所への神幸　浜下りの神事−いわき地方を中心に−

っ
た
と
か
、
入
ら
な
い
と
か
で
揉
め
る
と
い
う
。

菅
波
の
青
年
た
ち
が
集
落
を
一
巡
り
し
て
、
鳥
居
下
で
休
む
。
鳥
居
下
で
新
田
目
・
山

崎
・
菅
波
の
青
年
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
階
段
を
駆
け
上
り
、
社
殿
を
三
回
ま
わ
っ
て
、

神
輿
を
社
殿
に
納
め
る
。

集
落
境
と
か
道
の
四
つ
角
な
ど
の
神
輿
が
休
む
と
こ
ろ
に
は
、
コ（

樽
）ガ
を
置
い
て
、
そ
こ

へ
筵
を
敷
い
て
酒
・
魚
な
ど
を
用
意
し
て
、
神
輿
が
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
神

官
の
お
祓
い
の
後
、
お
神
酒
を
い
た
だ
く
。
サ
カ
ム
カ
エ
と
よ
ん
で
い
る
。

大
國
魂
神
社
で
は
、
稚
児
舞
や
太
々
神
楽
な
ど
が
神
楽
殿
で
舞
わ
れ
た
。

豊
間
や
菅
波
あ
た
り
で
は
、
四
月
八
日
に
山
か
ら
榊
や
ふ
じ
・
つ
つ
じ
・
山
吹
の
花
な

ど
を
採
っ
て
き
て
、
門
口
や
軒
下
に
飾
っ
た
り
す
る
。

　
（
２
）　

諏
訪
神
社　

い
わ
き
市
渡
辺
町
中
釜
戸

筆
者
が
諏
訪
神
社
の
浜
下
り
を
調
査
し
た
昭
和
四
七
年
四
月
八
日
を
最
後
に
、
現
在
ま

で
一
度
も
浜
下
り
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
幸
運
に
も
そ
の
祭
り
の
規
模
の
大
き
さ
と
、
浜

へ
向
か
う
道
中
で
の
行
事
を
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
の
が
、
懐
か
し
い
。
祭
り

の
様
子
は
、
祭
場
と
な
る
い
わ
き
市
泉
町
下
川
の
柴
田
勇
氏
（
昭
和
四
七
年
調
査
時
六
七

歳
）
よ
り
詳
細
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

諏
訪
の
神
様
は
、
神
笑
の
海
岸
で
古
口
某
が
塩
と
り
を
し
て
い
た
時
、
塩
桶
の
中
に
入

っ
て
き
た
の
が
、
諏
訪
の
大
神
で
白
竜
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
竹
筒
に
入
れ
て
家
へ
も
っ
て

き
て
、
神
棚
の
下
に
祀
っ
た
。
そ
の
晩
夢
の
知
ら
せ
で
、
俺
は
諏
訪
の
大
神
だ
と
い
う
の

で
、
拝
ん
で
も
ら
っ
た
ら
、
諏
訪
の
大
神
で
渚
の
音
の
聞
こ
え
な
い
と
こ
ろ
に
祀
っ
て
く

れ
と
い
う
の
で
、
中
釜
戸
に
祀
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
七
年
に
一
度
は
大
名
行
列
で
神
笑
へ

お
下
り
に
な
り
、
あ
が
っ
た
神
笑
海
岸
で
洗
い
ご
り
し
て
、
救
わ
れ
た
家
を
訪
問
し
て
帰

る
と
い
う
。

旧
四
月
八
日
が
祭
礼
で
、
中
釜
戸
よ
り
下
川
ま
で
奴
子
行
道
が
つ
く
。
現
在
の
大
剣
海

岸
で
潮
垢
離
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
奴
子
ま
つ
り
と
も
言
わ
れ
る
。
上
釜
戸
か
ら
は
、
子

ど
も
の
殿
様
と
家
老
が
出
て
、
そ
れ
に
奴
子
行
道
が
つ
く
。
松
小
屋
か
ら
は
使
者
が
出
る
。

使
者
は
古
口
家
へ
七
度
半
の
使
い
を
立
て
る
。
こ
の
早
馬
が
出
て
く
れ
ば
、
雨
が
降
ろ
う

と
、
風
が
吹
こ
う
と
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
社
の
鳥
居
下
で
、
ま
づ
奴
子
の
振
り
込
み
が
行
わ
れ
る
。
続
い
て
、
ナ
ガ
モ
チ
と
呼

ば
れ
る
も
の
も
披
露
さ
れ
る
。
途
中
数
か
所
で
奴
子
の
振
り
込
み
が
行
わ
れ
る
。
松
小
屋

か
ら
田
部
に
入
る
途
中
、「
諏
訪
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
田
ん
ぼ
の
畦
道
を
通
り
、
釜
戸
川

の
土
堤
に
出
て
、
田
部
に
入
る
。
最
初
の
お
休
み
所
が
、
田
部
初
田
の
永
山
宅
で
あ
る
。

永
山
家
は
田
部
の
庄
屋
で
、
神
様
が
上
陸
さ
れ
て
き
た
と
き
、
休
ま
れ
た
と
い
う
。
永
山

⑼

家
で
行
列
の
一
行
は
昼
食
を
と
る
。

こ
の
日
に
は
、
女
の
人
は
座
敷
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
神
官
が
清
め
て
か
ら

入
る
。
こ
の
時
、
床
の
間
に
は
赤
芋
と
お
神
酒
を
あ
げ
て
お
く
。

田
部
か
ら
泉
町
へ
下
る
が
、
途
中
の
村
境
で
は
、
村
の
区
長
な
ど
役
員
が
、
紋
付
羽
織

姿
で
、
行
列
を
出
迎
え
る
。
泉
町
か
ら
は
、
か
つ
て
神
を
拾
い
上
げ
た
と
い
う
古
口
家
の

人
の
案
内
で
下
る
。
泉
町
町
内
で
は
、
奴
子
の
振
り
込
み
が
続
く
。

泉
町
の
上
遠
野
宅
で
お
休
み
に
な
る
。
上
遠
野
宅
を
出
る
と
、
下
川
に
向
か
う
。
途
中
、

八
ツ
堀
橋
中
央
で
、
竜
神
の
旗
か
下
川
の
古
口
・
川
澄
家
へ
手
渡
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は

古
口
家
の
案
内
で
、
大
剣
海
岸
に
向
か
う
。
潮
垢
離
取
り
に
は
、
中
釜
戸
の
人
た
ち
だ
け

が
お
供
し
て
行
く
。

祭
場
は
、
四
方
に
青
竹
を
立
て
、
そ
の
中
に
砂
で
固
め
た
祭
壇
を
築
き
、
そ
の
上
に
神

輿
を
安
置
す
る
。
古
口
家
の
人
た
だ
一
人
を
案
内
と
し
て
、
神
官
が
神
輿
よ
り
御
神
体
を

取
り
出
し
、
抱
き
か
か
え
、
一
気
に
波
際
ま
で
駆
け
寄
り
、
潮
水
に
浸
し
て
清
め
る
。
オ

コ
ー
リ
を
取
る
の
は
、
真
夜
中
の
丑
三
つ
時
が
本
当
だ
と
い
う
。
そ
の
時
に
よ
っ
て
は
、

神
官
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
、
海
に
入
る
と
い
う
。

オ
コ
ー
リ
が
終
わ
っ
て
、
古
口
家
へ
参
る
。
古
口
家
で
は
、
か
つ
て
神
を
祀
っ
た
と
い

う
神
棚
の
下
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
お
仮
屋
を
作
り
、
そ
の
前
に
神

輿
を
安
置
す
る
。
こ
こ
で
祭
典
を
執
行
し
、
お
神
酒
を
い
た
だ
く
。
お
仮
屋
の
前
に
は
、

か
が
り
火
が
た
か
れ
、
奴
子
の
振
り
込
み
と
ナ
ガ
モ
チ
が
演
じ
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、
神

社
に
帰
る
こ
ろ
に
は
夜
が
明
け
て
い
た
と
い
う
。

沿
道
で
は
、
馬
上
の
殿
様
や
家
老
の
子
ど
も
が
眠
る
と
、
神
が
つ
い
た
と
手
を
合
わ
せ

る
老
人
も
あ
っ
た
。
諏
訪
神
社
が
お
下
り
に
な
る
と
き
は
、
各
戸
必
ず
幟
を
立
て
て
、
御

神
灯
を
あ
げ
た
。
門
口
に
は
、
榊
や
藤
・
山
吹
な
ど
の
花
を
採
っ
て
き
て
、
桶
に
さ
し
て

飾
る
。
桶
の
下
に
は
、
鎮
守
の
森
の
足
を
踏
み
入
れ
な
い
清
い
土
を
取
っ
て
き
て
敷
く
。

山
か
ら
花
や
土
を
取
っ
て
く
る
と
き
、
一
緒
に
神
を
迎
え
る
の
だ
と
い
い
、
サ
カ
ム
カ
エ

と
も
呼
ん
で
い
る
。

中
釜
戸
の
諏
訪
神
社
・
下
川
の
津
神
社
・
湯
本
の
温
泉
神
社
の
三
つ
の
神
様
が
、
神
笑

の
海
岸
に
あ
が
っ
た
。
こ
こ
で
神
様
た
ち
が
笑
っ
て
別
れ
た
た
め
、
神
笑
と
い
う
地
名
に

な
っ
た
と
い
う
。
神
々
が
寄
り
つ
い
た
時
、
諏
訪
の
神
は
、
俺
は
波
の
音
の
聞
こ
え
な
い

山
奥
に
住
み
た
い
と
言
い
、
津
の
神
は
俺
は
浜
辺
に
住
も
う
と
言
い
、
温
泉
の
神
は
、
俺

は
賑
や
か
な
所
が
よ
い
と
い
う
の
で
、
夫
々
の
地
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
３
）　

鹿
島
神
社　

い
わ
き
市
四
倉
町
白
岩

　

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
で
、
四
倉
町
に
も
多
く
分
布
し
、
数
基
の
神
輿
が
四
倉

⑽



−82−

佐々木長生

の
晩
も
宮
ま（

守
り
）

ぶ
り
を
す
る
。
翌
朝
神
官
が
御
神
体
を
本
殿
に
移
す
。

　
（
４
）　

大
滝
神
社　

双
葉
郡
楢
葉
町
上
小
塙

　

大
滝
神
社
は
、
そ
の
名
の
如
く
木
戸
川
上
流
に
雄
滝
・
雌
滝
の
二
つ
の
滝
を
祀
っ
た
神

社
で
あ
る
。
大
滝
神
社
は
山
宮
的
な
存
在
で
、
里
宮
的
な
存
在
と
し
て
木
戸
八
幡
神
社
が

あ
り
、
現
在
も
毎
年
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
昭
和
四
六
年
当
時
の
宮
司
宇
佐
神
正
典
氏
（
八
〇
歳
）
よ
り
、
詳
細
に
祭
礼

の
様
子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

大
滝
神
社
の
祭
神
は
、
熊
野
系
の
四
柱
の
神
を
祀
り
、
那
智
権
現
の
御
神
体
を
分
け
て

も
ら
っ
た
。
大
滝
神
社
は
木
戸
川
渓
谷
に
あ
り
、
里
宮
と
し
て
木
戸
八
幡
神
社
が
あ
る
。

伝
承
に
よ
る
と
、
紀
州
か
ら
来
た
行
者
某
が
、
熊
野
権
現
を
背
負
っ
て
、
東
北
に
や
っ
て

き
た
。

あ
る
流
れ
の
ほ
と
り
に
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
奇
妙
な
も
の
が
流
れ
て
き

た
。
こ
の
川
上
に
は
霊
場
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
木
戸
川
を
上
っ
た
が
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
途
中
、
里
宮
山
内
某
を
案
内
に
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
大
滝
神

社
の
あ
る
所
。

こ
こ
で
長
ら
く
暮
ら
し
た
が
、
食
物
が
な
く
瓜
を
食
べ
て
い
た
。
そ
れ
で
瓜
畑
と
い
う

地
名
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
烏
が
き
て
瓜
を
食
い
荒
ら
す
の
で
、
こ
れ
を
何
と
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
、
大
滝
の
神
に
願
う
と
、
翌
日
烏
が
死
ん
で
い
た
。
そ
こ
が
烏
塚
と
い
う
地

名
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
そ
の
辺
に
は
、
烏
が
い
な
い
と
い
う
。

祭
り
の
前
に
は
、
人
足
が
出
て
大
滝
神
社
ま
で
道
普
請
を
す
る
。
四
月
五
日
は
、
大
滝

神
社
ま
で
二
里
の
道
の
り
を
上
っ
て
、
お
迎
え
の
祭
り
を
す
る
。
鍵
持
ち
は
山
内
さ
ん
で
、

大
滝
神
社
が
こ
こ
へ
来
た
時
か
ら
、
御
扉
開
き
の
世
話
を
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
社
殿

に
こ
も
る
。
お
宮
の
上
に
は
お
籠
り
堂
も
あ
っ
て
、
み
そ
ぎ
場
で
水
垢
離
を
と
り
、
お
神

酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
夜
を
明
か
す
。
四
月
六
日
は
、
大
滝
神
社
か
ら
、
笈
に
移
し
た
御

神
体
を
奉
じ
て
、
木
戸
川
渓
谷
を
下
り
、
里
宮
の
木
戸
八
幡
神
社
に
向
か
う
。

途
中
、
女
平
・
神
が
山
・
小
山
に
御
旅
所
が
設
け
ら
れ
る
。
木
戸
八
幡
に
は
午
後
三
時

頃
到
着
。
着
い
た
ら
、
必
ず
ア
サ
ヅ
キ
を
だ
し
た
。

四
月
七
日
は
、
準
備
祭
・
お
さ
か
き
で
、
青
年
た
ち
が
集
っ
て
、
四
尺
ぐ
ら
い
の
ぼ
ん

で
ん
に
、
桜
の
花
を
ふ
い
た
り
、
お
神
輿
を
清
め
た
り
す
る
。
こ
の
日
の
夕
方
か
ら
、
社

務
所
で
煮
炊
き
を
す
る
。
オ（

御
別
火
）

ベ
ッ
カ
に
は
、
氏
子
総
代
・
鍵
持
ち
・
区
長
・
青
年
ら
、
渡

御
祭
の
主
役
が
参
加
す
る
。

八
日
は
、
山
田
浜
へ
の
オ
サ
ガ
リ
が
あ
る
。
神
輿
に
御
神
体
を
移
し
、
午
前
九
時
頃
出

発
す
る
。
十
時
半
頃
山
田
岡
で
、
出
羽
神
社
の
神
輿
と
出
会
い
、
出
羽
神
社
の
神
輿
が
先

⑾

浜
に
下
り
、
寄
合
祭
を
行
う
。
四
倉
の
諏
訪
神
社
・
安
房
神
社
・
出
羽
神
社
三
社
の
神
輿

が
四
倉
浜
に
下
る
。
そ
こ
に
周
辺
の
玉
山
の
十
一
神
社
・
白
岩
の
鹿
島
神
社
・
原
高
野
の

大
神
宮
の
神
輿
も
集
結
し
、
宴
会
等
が
行
わ
れ
る
。
鹿
島
神
社
の
浜
下
り
に
は
、
渡
辺
家

の
氏
神
も
一
緒
に
下
り
、
潮
垢
離
を
と
る
と
い
う
。
ま
た
安
産
信
仰
と
も
関
わ
り
、
赤
子

を
伴
っ
て
女
性
た
ち
が
浜
に
下
る
と
い
う
習
俗
が
遅
く
ま
で
あ
っ
た
。
漂
着
審
伝
承
を
伴

い
、
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
特
色
を
示
す
祭
り
で
も
あ
る
。
女
性
に
も
信
仰
の
厚
か
っ

た
浜
下
り
の
神
事
で
あ
り
、
男
性
・
女
性
か
ら
調
査
で
き
た
こ
と
は
、
幸
運
で
あ
っ
た
。

　

い
わ
き
市
四
倉
町
白
岩
の
吉
田
英
武
氏
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
七
四
歳
）
い
わ
き
市
四

倉
町
白
岩　

吉
田
キ
ン
氏
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
六
七
歳
）

　

鹿
島
神
社
は
、
村
の
氏
神
で
四
倉
浜
の
金
洗
の
亀
の
子
石
に
あ
が
っ
た
と
い
う
。
毎
年

四
月
八
日
に
亀
の
子
石
に
潮
垢
離
を
と
り
に
く
る
。

　

鹿
島
様
は
、
安
産
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
出
産
の
時
に
は
、
お
守
り
や
お
札

を
受
け
て
き
て
、
産
後
、
四
月
八
日
に
は
赤
子
を
お
ぶ
っ
て
、
お
礼
返
し
に
四
倉
の
浜
ま

で
参
詣
に
行
っ
た
。

　

神
輿
は
毎
年
下
っ
て
い
た
が
、
下
ら
な
い
時
は
神
輿
は
神
社
の
前
に
出
し
て
、
村
中
で

お
祭
り
を
す
る
。
こ
の
時
は
、
人
足
が
出
て
潮
垢
離
を
と
っ
て
く
る
。
七
日
に
は
、
太
夫

様
が
来
て
神
輿
に
御
神
体
を
移
し
申
す
。
八
日
に
四
倉
浜
ま
で
下
る
。
こ
の
時
、
鹿
島
様

の
神
輿
に
、
渡
辺
氏
の
氏
神
（
熊
野
）
を
一
緒
に
し
て
四
倉
浜
ま
で
下
る
。
神
輿
と
共
に
、

個
人
宅
の
氏
神
が
浜
下
り
を
行
う
例
は
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
上
栃
窪
の
冠
嶺
神
社
（
八
竜

神
）
に
も
あ
る
。
八
竜
様
の
そ
ば
に
あ
る
水
神
様
（
大
谷
家
の
氏
神
）、
勝
子
明
神
（
只

野
家
の
氏
神
）、
熊
野
神
社
（
新
田
家
の
氏
神
）
が
四
月
八
日
に
南
海
老
浜
に
下
る
。

　

道
順
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
道
で
、
一
担
四
倉
の
諏
訪
神
社
の
境
内
で
休
む
。
諏
訪
神
社

の
神
輿
を
先
頭
に
海
岸
に
出
る
。
四
倉
の
諏
訪
神
社
の
神
輿
は
、
江
ノ
網
山
に
行
く
が
、

鹿
島
様
は
真
っ
す
ぐ
金
洗
に
行
く
。
亀
の
子
石
の
上
に
神
輿
を
安
置
し
、
榊
を
潮
水
に
浸

し
、
神
輿
に
ふ
り
か
け
る
。
こ
こ
で
神
輿
を
前
に
し
て
、
昼
食
を
と
る
。
弁
当
は
、
毎
年

米
を
集
め
て
赤
飯
を
炊
い
て
持
っ
て
く
る
。
昔
は
よ
く
、
浜
に
行
っ
て
食
事
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　

金
洗
で
神
事
を
終
え
た
ら
、
中
町
下
へ
行
き
、
諸
所
よ
り
集
ま
っ
た
神
々
と
一
緒
に
拝

む
。
こ
こ
で
、
神
輿
を
直
接
海
水
に
入
れ
て
清
め
る
。
海
よ
り
あ
が
っ
た
ら
、
数
基
の
神

輿
を
注
連
縄
が
張
ら
れ
た
祭
場
に
、
海
の
方
に
向
け
て
安
置
す
る
。
こ
こ
で
神
官
が
祝
詞

を
上
げ
る
。
四
倉
の
漁
師
た
ち
の
参
拝
も
多
く
、
お
神
酒
や
魚
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

還
幸
も
同
じ
道
順
で
、
五
反
田
の
四
つ
角
で
玉
山
の
十
市
神
社
の
神
輿
と
分
か
れ
る
。

神
社
に
戻
っ
て
か
ら
、
セ
ン
ド
ー
、
セ
ン
ド
ー
と
三
回
言
い
、
氏
子
の
一
人
が
幣
束
を
持

っ
て
社
殿
の
周
り
を
駆
け
足
で
三
三
回
ま
わ
る
。
ご
神
体
は
神
輿
に
入
れ
た
ま
ま
で
、
こ
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御旅所への神幸　浜下りの神事−いわき地方を中心に−

に
な
っ
て
浜
ま
で
下
る
。
神
輿
の
通
る
と
こ
ろ
に
は
、
門
口
に
幟
を
立
て
た
り
、
砂
を
ま

い
た
り
す
る
。

五
ケ
所
の
御
旅
所
で
は
、
近
く
の
人
た
ち
が
魚
料
理
な
ど
を
こ
し
ら
え
て
き
て
、
神
輿

を
お
迎
え
す
る
。
祭
場
に
は
、
榊
に
シ
デ
を
付
け
た
も
の
を
砂
浜
に
立
て
る
。
氏
子
の
人

た
ち
や
参
拝
者
は
、
笹
の
葉
を
潮
水
に
浸
し
て
神
輿
に
ふ
り
か
け
る
。
こ
れ
を
潮
垢
離
を

と
る
と
言
っ
て
い
る
。

山
田
浜
に
は
津
神
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
前
に
筵
を
敷
い
て
休
む
。

帰
り
は
、
前
原
を
通
り
、
天
王
様
で
休
む
。
こ
こ
で
は
謡
の
最
後
に
米
・
養
蚕
・
た
ば

こ
な
ど
の
相
場
を
決
め
る
。
こ
こ
よ
り
木
戸
の
町
へ
入
り
、
洞
坂
の
御
旅
所
に
向
か
い
神

社
に
帰
る
。
八
幡
神
社
に
着
い
た
ら
、
御
神
体
を
笈
づ
る
に
移
し
直
会
。
今
度
は
、
う
た

い
は
青
年
の
方
か
ら
で
、
神
官
・
猿
田
彦
の
ほ
う
へ
盃
を
あ
げ
る
。

九
日
は
、
お
山
へ
帰
る
。
お
供
は
、
青
年
の
主
役
連
中
・
氏
子
総
代
・
区
長
・
猿
田

彦
・
鍵
持
ち
な
ど
。

　
（
５
）　

四
十
八
社
山
神
社　

双
葉
郡
富
岡
町
下
郡
山

　

筆
者
は
祭
り
を
写
真
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
、
宮
古
正
宜
宮
司
（
昭
和
四
六
年
調
査
時

五
七
歳
）
か
ら
も
詳
し
く
神
社
の
由
来
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
作
占
の
行
事

な
ど
、
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。

　

祭
神
は
、
大
綿
津
見
命
を
主
人
公
と
し
て
、
他
四
七
柱
の
神
々
を
祀
り
、
特
に
漁
師
の

信
仰
が
厚
く
、
い
わ
き
地
方
や
茨
城
県
か
ら
も
講
中
で
来
る
。

　

毛
萱
の
渡
辺
某
が
波
際
で
、
箱
に
入
っ
て
い
る
御
神
体
を
見
つ
け
、
自
分
の
家
に
祀
っ

た
が
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
の
で
殿
通
山
に
祀
っ
た
。
殿
通
山
は
、
海
に
沈
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
、
現
在
地
に
移
し
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昔
の
祭
日
は
四
月
で
あ
っ
た
が
、
後
に
九
月
十
五
日
に
な
り
、
現
在
は
四
月
二
三
日
で

あ
る
。
毛
萱
の
浜
ま
で
下
る
。

　

祭
の
前
日
、
人
足
が
出
て
浜
ま
で
の
掃
除
を
す
る
。
か
つ
て
は
、
神
輿
の
通
る
と
こ
ろ

に
海
の
砂
を
撒
い
た
が
、
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

神
輿
が
浜
ま
で
下
る
途
中
、
各
戸
で
は
お
出
迎
え
し
、
お
神
酒
を
い
た
だ
く
。
ぼ
ん
で

ん
の
花
を
一
本
ず
つ
い
た
だ
き
、
魔
除
け
と
す
る
。
浜
に
神
輿
が
着
く
や
い
な
や
、
ぼ
ん

で
ん
に
刺
し
て
き
た
花
を
下
郡
山
と
毛
萱
の
村
の
人
た
ち
が
奪
い
合
う
。
こ
れ
を
花
と
り

と
い
い
、
こ
の
花
を
取
っ
た
も
の
が
、
一
年
の
作
が
よ
い
と
い
う
。
こ
の
花
を
い
た
だ
い

て
ゆ
き
、
自
分
の
家
の
神
棚
に
あ
げ
る
。

　

神
輿
は
、
注
連
縄
の
付
い
た
竹
で
四
方
を
か
た
め
た
祭
場
に
安
置
さ
れ
る
。
神
官
の
祝

詞
奏
上
後
、
神
輿
の
下
を
子
供
を
く
ぐ
ら
せ
る
と
、
丈
夫
な
健
康
の
子
供
に
な
る
と
い
っ

⑿

て
、
三
回
神
輿
の
下
を
通
し
て
受
け
取
る
。
こ
れ
を
す
る
の
は
、
村
の
総
領
孫
と
い
う
。

四
十
八
社
山
神
社
の
浜
下
り
は
、
潮
垢
離
を
と
る
こ
と
な
く
、
海
浜
に
下
っ
て
祭
り
を
行

う
の
み
で
あ
る
。

六
．
わ
が
国
の
民
間
信
仰
に
お
け
る
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事

次
に
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
が
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
浜
下
り
の
神
事
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
り
、
海
岸
地
域
の
民
間
信
仰
の
中
で
、
先
学
の
民
俗
学
研
究

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

考
察
の
方
法
と
し
て
、
前
述
し
た
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
特
色
を
構
造
的
に

分
析
す
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
先
学
の
研
究
業
績
を
踏
襲
す
る
。
特
に
柳
田
国
男
の

研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

　
（
１
）
御
旅
所
と
し
て
の
祭
場

　
「
御
旅
所
」
に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
監
修
、
民
俗
学
研
究
所
編
『
民
俗
学
辞
典
』
が
簡

潔
に
記
載
し
て
お
り
、
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
を
例
示
し
て
い
る
。
浜
下
り
の
神

事
を
考
察
す
る
上
で
、
示
唆
に
富
む
記
載
で
あ
る
の
で
、
長
文
と
な
り
恐
縮
で
あ
る
が
次

に
引
用
し
た
い
。

　

御オ

旅タ
ビ

所シ
ョ

　
神
幸
に
当
っ
て
仮
に
神
霊
を
奉
安
す
る
場
所
。
神
輿
宿
と
も
頓
宮
と
も
い
う

が
、
旅
所
の
名
も
古
く
て
百
練
抄
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）・
治
承
二
年
（
一
一
八
〇
）

の
条
に
そ
れ
ぞ
れ
祇
園
旅
所
・
稲
荷
旅
所
が
見
え
る
。
枕
草
子
に
は
平
野
神
社
に
ご
く
簡

単
な
建
物
の
み
こ
し
や
ど
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
旅
と
い
う
の
に
は
あ
ま
り
相
応

せ
ぬ
く
ら
い
、
本
社
か
ら
、
一
・
二
粁
ほ
ど
の
地
点
に
設
け
ら
れ
る
の
が
多
く
、
現
在
村

落
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
本
社
か
ら
集
落
を
通
り
ぬ
け
た
反
対
の
端
に
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
茨
城
・
福
島
な
ど
の
海
岸
地
方
に
は
本
社
か
ら
十
里
く
ら
い
も

隔
た
っ
て
設
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
浜
降
り
と
い
っ
て
寄
合
祭
の
形
に
な
っ

て
い
る
の
が
多
い
。
神
幸
は
神
の
み
ゆ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ご
く
古

く
神
が
天
よ
り
降
臨
し
た
ま
う
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
の
が
変
じ
て
、
神
が
一
地
点
よ
り

他
の
地
点
へ
み
ゆ
き
し
た
ま
う
、
ま
た
は
村
々
を
巡
幸
し
た
ま
う
と
い
う
観
念
と
な
っ

た
。（
後
略
）

本
社
か
ら
御
旅
所
に
神
輿
渡
御
す
る
神
幸
よ
り
も
、
御
旅
所
か
ら
本
社
へ
の
還
幸
を
重

視
す
る
際
も
多
く
、
御
旅
所
こ
そ
む
し
ろ
、
本
来
の
祭
場
で
あ
っ
て
、
本
社
は
本
来
、
神

庫
と
し
て
の
機
能
し
か
持
た
な
か
っ
た
場
所
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
御
旅
所
に
は
常
設

の
建
物
な
く
芝
地
な
ど
の
ま
ま
聖
地
と
し
て
画
さ
れ
、
神
輿
渡
御
に
際
し
て
仮
説
の
握
舎

⒀

⒁
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佐々木長生

が
設
け
ら
れ
る
所
も
多
い
。
福
原
敏
男
氏
は
御
旅
所
を
五
つ
に
分
類
し
、
そ
の
性
格
を
位

置
付
け
て
い
る
。

（
一
）
専
用
の
建
物
を
常
設
す
る
、（
二
）
境
内
外
の
摂
社
を
利
用
す
る
、（
三
）
特
定
の

神
社
（
祭
神
の
配
偶
神
を
ま
つ
る
な
ど
）
を
指
定
す
る
、（
四
）
特
定
の
氏
子
の
家
を
選
定

す
る
、（
五
）
そ
の
つ
ど
臨
時
の
建
物
を
設
宮
す
る
、
な
ど
の
よ
う
に
な
る
。
御
旅
所
は
、

一
ヶ
所
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
数
ヶ
所
に
わ
た
る
場
合
も
あ
る
。
御
旅
所
で
は
神
輿
が
神
座

と
し
て
扱
わ
れ
、
神
霊
は
こ
こ
に
し
ば
ら
く
、
滞
留
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
本
社
か
ら
御

旅
所
へ
の
神
幸
道
順
は
、
通
常
一
定
し
て
お
り
、
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
き
地
方

の
浜
下
り
の
神
事
で
も
、
中
釜
戸
の
諏
訪
神
社
の
浜
下
り
で
は
、「
諏
訪
の
道
」
と
呼
ば
れ

る
決
ま
っ
た
道
順
で
あ
り
、
ま
た
特
定
の
家
宅
を
、
御
旅
所
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
き
地
方
で
は
、
本
社
か
ら
祭
場
と
な
る
浜
の
御
旅
所
ま
で
に
は
、
途
中
数
ヶ
所
の
御

旅
所
が
設
け
ら
れ
る
。
相
馬
地
方
で
は
、
タ（

建
場
）

テ
バ
と
呼
ん
で
い
る
。
主
に
村
境
や
道
路
の

四
ツ
角
、
神
仏
の
堂
前
な
ど
が
あ
て
ら
れ
る
。
特
に
浜
と
里
と
の
村
境
の
建
場
は
厳
重
に

扱
わ
れ
る
。

御
旅
所
に
ま
つ
わ
る
伝
承
と
浜
下
り
の
神
事
の
一
例
に
相
馬
郡
飯
舘
村
大
倉
の
山
津
見

神
社
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
祭
り
は
筆
者
の
出
身
地
で
あ
る
南
相
馬
市
鹿
島
区
の
南
海
老

浜
に
、
毎
年
浜
下
り
を
す
る
の
で
、
子
供
の
頃
か
ら
見
て
き
た
。
タ
ン
タ
ン
ボ
ウ
ズ
と
呼

ば
れ
、
毎
年
四
月
二
十
日
に
笛
と
太
鼓
の
音
と
と
も
に
神
輿
が
旗
を
持
っ
た
人
た
ち
と
共

に
下
っ
て
き
た
。
筆
者
は
学
生
時
代
に
母
タ
ケ
ノ
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
六
三
歳
）
よ
り

聞
き
書
き
を
行
っ
た
。
母
は
昔
話
を
一
気
に
三
〇
話
ほ
ど
語
る
、
今
思
え
ば
よ
き
話
者
で

あ
っ
た
。
大
蔵
で
の
調
査
は
、
高
野
直
喜
氏
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
七
五
歳
）
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
か
つ
て
山
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
土
地
や
、
そ
こ
か
ら
大
倉

ま
で
移
動
し
た
経
緯
や
、
道
順
と
神
が
休
ま
れ
た
神
社
や
家
な
ど
の
伝
承
が
あ
り
、
そ
れ

ら
は
御
旅
所
に
も
な
っ
て
い
る
。
御
旅
所
と
浜
下
り
の
神
事
に
つ
い
て
物
語
る
伝
承
で
あ

る
。毎

年
四
月
二
〇
日
に
神
輿
の
行
列
は
、
南
海
老
浜
に
下
る
。
こ
の
日
は
、
鹿
島
御
子
神

社
の
祭
礼
で
も
あ
る
。
大
蔵
の
山
の
神
様
は
女
で
、
鹿
島
様
は
男
で
夫
婦
で
あ
る
と
い
う
。

以
前
は
、
桑
折
氏
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
て
い
た
が
、
後
に
村
社
と
な
っ
た
。
十
六
善
神
を

祀
る
と
い
う
。
こ
の
神
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
、
浜
の
南
海
老
で
聞
く
の
と
大
倉
で
聞
く

の
と
で
は
、
そ
の
伝
承
を
異
に
し
て
い
る
。

南
海
老
で
は
、
大
倉
の
神
様
は
南
海
老
の
西
畑
亀
夫
さ
ん
宅
の
前
に
あ
っ
た
と
い
う
。

大
倉
に
は
神
様
が
な
く
て
、
大
倉
の
某
が
、
そ
こ
か
ら
う（

背
負
い
）

ぶ
い
申
し
て
行
っ
た
。
盗
ん
で

行
く
の
に
、
街
道
で
は
見
つ
か
る
か
ら
、
右
田
（
鹿
島
区
）
の
田
圃
道
を
通
り
、
台
田
中

を
通
っ
て
行
っ
た
が
、
追
わ
れ
て
土
橋
の
下
に
隠
れ
た
。
こ
こ
で
も
危
な
く
な
っ
て
、
昼

⒂

⒃

⒄

間
は
鹿
島
御
子
神
社
の
下
に
隠
れ
て
い
た
。
夜
に
な
っ
て
、
大
倉
へ
う
ぶ
い
申
し
て
行
っ

て
、
そ
の
家
の
氏
神
と
し
た
。

そ
の
う
ち
大
倉
で
は
、
村
中
に
は
や
り
病
が
起
こ
っ
て
、
そ
の
人
ま
で
病
気
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
神
下
し
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
潮
垢
離
を
と
れ
と
い
う
神
の
お
告
げ
で
、
浜

下
り
を
行
っ
て
潮
垢
離
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
費
用
が
か
か
る
と
い
う

の
で
、
一
時
浜
下
り
を
中
止
し
た
が
、
村
中
に
熱
病
が
起
き
た
の
で
、
神
下
し
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
、
お
下
り
し
な
い
と
村
を
全
滅
に
す
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
年
は
時
は
ず
れ
に

下
っ
た
と
い
う
。
も
と
神
様
が
あ
っ
た
と
い
う
所
は
、
現
在
畑
に
な
っ
て
い
る
が
、
鍬
な

ど
を
入
れ
る
と
、
火
花
が
出
て
掘
り
起
こ
せ
な
い
と
い
う
。
そ
の
場
所
は
、
も
と
西
畑
さ

ん
の
屋
敷
の
氏
神
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

お
下
り
に
は
、
何
が
何
で
も
、
こ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
神
輿
が
重
く
て
歩
け
な
い
と
い

う
。一

方
大
倉
の
伝
承
に
よ
れ
ば
（
相
馬
郡
飯
舘
村
大
倉
高
野
真
喜　

昭
和
四
六
年
調
査
時

七
五
歳
）、
逆
臣
が
お
姫
様
を
殺
害
す
る
た
め
、
海
を
見
せ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
鞍
掛
岩

と
か
に
行
っ
て
、
だ
ま
し
て
海
へ
突
き
落
し
て
し
ま
っ
た
。
姫
様
は
死
な
ず
に
南
海
老
の

浜
へ
上
っ
た
。
味
方
の
侍
に
助
け
ら
れ
て
、
大
倉
ま
で
逃
げ
て
き
た
。
途
中
、
大
蛇
な
ど

に
襲
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
姫
は
身
ご
も
っ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
山
奥
に
入
り
、
姫
ヶ
崎

で
お
産
を
し
た
が
、
難
産
の
た
め
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
狩
人
の
桑
折
某
が
見
つ
け

て
葬
り
、
自
分
の
家
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
と
い
う
。

山
津
見
神
社
の
浜
下
り
は
、
タ
ン
タ
ン
ボ
ウ
ズ
と
呼
ば
れ
る
。
太
鼓
の
音
か
ら
き
た
も

の
か
、
そ
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
。
毎
年
、
か
つ
て
神
が
通
っ
た
と
い
う
道
を
南
海
老
浜

ま
で
お
下
り
に
な
る
。
お
供
す
る
人
々
は
、
村
で
輪
番
制
を
と
り
、
二
〇
人
く
ら
い
の
氏

子
が
お
供
を
す
る
。
お
神
輿
が
神
社
を
出
る
時
、
鉄
砲
を
撃
っ
て
合
図
す
る
。

真
野
川
渓
谷
を
立
石
を
通
り
、
上
栃
窪
・
白
坂
・
角
川
原
と
、
笛
の
音
と
、
太
鼓
を
鳴

ら
し
な
が
ら
下
る
。
白
坂
あ
た
り
は
、
姫
様
が
泣
き
泣
き
通
っ
た
と
い
う
の
で
、
笛
も
太

鼓
も
鳴
ら
さ
ず
静
か
に
通
る
。

昼
ご
ろ
横
手
の
桑
折
氏
宅
で
休
む
。
こ
こ
は
逃
げ
て
く
る
時
に
、
お
休
み
に
な
っ
た
と

こ
ろ
だ
と
い
う
。
午
後
一
時
ご
ろ
鹿
島
御
子
神
社
を
通
っ
て
、
真
野
川
の
土
橋
下
に
行
っ

て
休
む
。
旧
加
島
中
学
校
前
は
、
大
蛇
に
襲
わ
れ
た
所
だ
と
い
い
、
駆
け
足
で
通
る
。

右
田
の
米
山
家
宅
で
は
昔
神
様
が
草
鞋
を
脱
い
だ
所
だ
と
い
い
、
必
ず
寄
っ
て
休
ん
で

水
を
飲
む
。
こ
こ
に
身
を
隠
し
た
と
も
い
い
、
お
礼
か
た
が
た
立
ち
寄
る
の
だ
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
右
田
と
海
老
の
字
境
の
畦
道
を
南
海
老
の
浜
ま
で
下
る
。
南
海
老
の
西
畑
家
の

前
を
通
り
、
南
町
を
通
っ
て
祭
場
の
台
の
上
に
向
か
う
。

祭
場
は
、
玉
石
を
敷
い
た
砂
浜
の
上
に
神
輿
を
安
置
す
る
。
神
輿
を
担
い
で
き
た
氏
子
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御旅所への神幸　浜下りの神事−いわき地方を中心に−

の
一
人
が
桶
で
潮
水
を
汲
ん
で
き
て
奉
納
す
る
。
お
潮
垢
離
を
と
っ
て
く
る
ま
で
、
神
官

が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
祝
詞
を
奏
上
し
て
い
る
。
帰
る
時
、
潮
水
を
神
輿
を
安
置
し
た

場
所
に
撒
き
清
め
る
。
現
在
は
、
氏
子
の
一
人
が
榊
を
潮
水
に
浸
し
て
き
て
、
御
神
体
と

神
輿
を
清
め
る
。
帰
り
は
、
海
老
街
道
を
上
り
、
こ
の
日
は
、
鹿
島
御
子
神
社
に
泊
ま

る
。
お
神
輿
の
お
供
に
は
、
必
ず
女
の
人
が
き
ゃ
は
ん
を
巻
き
、
わ
ら
じ
を
履
い
て
二
、

三
人
が
お
供
し
て
き
た
が
、
最
近
は
来
な
く
な
っ
た
。

御
旅
所
で
の
祭
り
に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
は
『
神
道
と
民
俗
学
』・『
祭
礼
と
世
間
』・

「
神
社
の
こ
と
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
御
旅
所
へ
の
移
動
を
、「
神

幸
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
と
に
か
く
に
神
を
別
な
土
地
へ
御
迎
へ
申
し
て
祭
る
習
は
し
は
早
く
か
ら
あ

り
、
し
か
も
さ
う
い
ふ
こ
と
の
無
い
社
も
一
方
に
は
多
い
の
で
、
最
初
も
し
一
つ
の
方
式

し
か
祭
に
は
無
か
っ
た
の
だ
と
し
ま
す
と
、
ど
ち
ら
が
何
故
に
改
ま
り
変
つ
た
の
か
ゞ
、

や
は
り
答
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

神
の
御
旅
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
は
、
た
と
へ
京
都
に
あ
ら
う
と
も
或
は
後
に
考
へ
出
し

た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
従
つ
て
古
く
は
ど
う
い
ふ
名
を
以
て
呼
ん
で
居
た
ら
う
か
と

い
ふ
こ
と
が
、
人
の
此
行
事
を
ど
う
見
て
居
た
か
を
窺
ふ
た
よ
り
に
な
る
の
で
す
が
、
是

も
幾
つ
か
あ
つ
て
変
化
の
順
序
を
見
定
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
御（

オ
イ
デ
）出と
い
ふ
言
葉
は

古
い
頃
か
ら
の
も
の
だ
さ
う
で
す
が
（
橘
窓
自
語
）、
是
は
た
ゞ
常
の
日
の
御
宮
か
ら
外

へ
、
出
で
た
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
示
し
た
ま
で
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
神
幸
又
は
ミ
ユ
キ

と
い
ふ
の
も
、
た
ゞ
そ
の
御
出
の
最
上
級
の
敬
語
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。（『
神
道
と
民
俗
学
』

よ
り
）

　

柳
田
は
御
旅
所
の
観
念
に
つ
い
て
『
祭
礼
と
世
間
』・「
神
社
の
こ
と
」
で
は
次
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。

　

又
所
謂
御
旅
所
な
る
も
の
は
、
も
と
人
間
の
設
け
た
座
敷
で
は
無
く
て
、
神
が
自
ら
選

び
た
ま
ひ
し
祭
場
で
あ
る
。
故
に
神
の
御
幸
を
又
降
臨
と
も
、
影
向
と
も
謂
つ
た
の
で
あ

る
。（『
祭
礼
と
世
間
』
よ
り
）

　

御
旅
所
即
ち
臨
時
祭
場
の
古
く
か
ら
あ
る
も
の
は
、
実
際
そ
れ
が
元
来
の
神
社
の
地
で

あ
つ
て
、
今
日
の
神
社
の
方
は
却
つ
て
支
度
所
の
や
う
な
も
の
で
あ
つ
た
の
を
、
後
々
祭

以
外
の
日
の
用
途
が
多
く
な
つ
て
、
先
づ
こ
の
方
の
建
築
を
立
派
に
し
た
為
に
、
是
が
本

宅
の
如
く
思
は
れ
る
に
至
つ
た
と
い
ふ
こ
と
ゝ
、
次
に
は
祭
場
へ
の
神
の
来
臨
が
、
以
前

は
夜
間
に
ご
く
少
数
の
人
の
手
を
以
て
実
現
せ
ら
れ
た
の
を
、
後
々
き
ら
び
や
か
な
行
粧

を
以
て
賑
々
し
く
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
中
世
の
都
市
興
隆
に
基
く
新
し
い
文

化
で
あ
つ
て
、
其
本
質
か
ら
い
ふ
と
、
是
も
一
種
の
神
態
で
あ
り
、
即
ち
神
態
の
場
所
の

移
動
す
る
も
の
だ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
等
で
、
こ
の
推
測
は
多
分
当
つ
て
居
る
と
思
ふ
。

（「
神
社
の
こ
と
」
よ
り
）

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
は
、
神
々
が
上
陸
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
海
岸
や
、
神
を

拾
い
あ
げ
た
と
伝
え
ら
れ
る
家
を
祭
場
と
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
場
所
や
家
は
御
旅
所

と
し
て
の
観
念
が
濃
厚
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
浜
ま
で
の
道
中
に
は
数
ヶ
所
の
オ
タ
ビ
シ

ョ
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
村
人
が
神
輿
を
待
ち
申
し
、
お
神
酒
や
赤
飯
を
神
輿
に
お
供
え

し
た
り
、
謡
い
な
ど
を
奉
納
す
る
。
こ
れ
を
サ
カ
ム
カ
エ
と
呼
ん
で
い
る
。
菅
波
の
大
國

魂
神
社
の
浜
下
り
に
は
一
八
ヶ
所
の
御
旅
所
が
設
け
ら
れ
、
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

い
わ
き
市
平
下
大
越
の
白
山
神
社
の
浜
下
り
で
は
、
岸
前
の
御
旅
所
で
オ
サ
カ
ム
カ
エ
を

行
う
。
そ
の
場
所
に
は
大
き
な
旗
を
立
て
、
そ
の
下
に
は
注
連
縄
を
張
る
。
そ
の
中
に
神

輿
を
安
置
す
る
。
こ
こ
に
は
オ（

お

正

月

様

）

シ
ョ
ウ
ガ
ツ
サ
マ
と
呼
ば
れ
る
松
か
ざ
り
を
立
て
る
。
こ

こ
で
村
の
安
全
の
お
札
を
い
た
だ
き
、
近
く
に
刺
し
立
て
て
お
く
。
オ
サ
カ
ム
カ
エ
に
は
、

近
所
の
人
々
が
集
ま
り
、
お
神
酒
を
い
た
だ
く
。

　
（
２
）
漂
着
神
伝
承
と
浜
下
り
の
神
事

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
は
、
漂
着
神
伝
承
を
伴
い
、
そ
の

上
陸
し
た
浜
に
下
る
。
ま
た
、
大
國
魂
神
社
の
よ
う
に
、
神
が
社
殿
に
祀
ら
れ
る
ま
で
、

「
霊
通
川
」
を
上
っ
た
と
い
う
伝
承
や
、
中
釜
戸
の
諏
訪
神
社
の
よ
う
に
神
が
上
っ
た
道
、

「
諏
訪
の
道
」
な
ど
、
そ
の
伝
承
に
ち
な
ん
だ
道
を
下
る
神
々
も
あ
る
。

　

神
出
現
の
信
仰
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
海
岸
地
方
の
漂
着
神
伝
承
は
、
沿
岸
の
人
々
に
真

実
の
如
く
継
承
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
因
ん
で
現
在
も
浜
下
り
の
神
事
を
行
っ
て
い

る
地
方
も
多
い
。
千
葉
県
か
ら
宮
城
県
の
太
平
洋
沿
岸
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

堀
一
郎
氏
は
、
漂
着
神
伝
承
と
浜
下
り
の
神
事
に
つ
い
て
、
明
解
な
説
を
提
示
し
て
い

る
。

　

神
霊
依
帰
の
信
仰
を
端
的
に
表
出
し
た
神
事
行
事
は
、
今
日
も
な
お
き
わ
め
て
多
い
と

見
ら
れ
る
が
、
な
か
ん
づ
く
諸
国
に
分
布
し
て
類
例
を
持
っ
て
い
る
「
浜
下
り
」・「
御
浜

出
」
の
神
事
は
、
神
上
陸
の
縁
起
と
最
も
深
い
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
３
）
四
月
八
日
と
浜
下
り
の
神
事

　

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
が
四
月
八
日
に
、
一
斉
に
行
わ
れ
、
一
定
の
浜
に
数
基

の
神
楽
が
下
り
、
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
は
『
神
道
と
民
俗
学
』
で

早
く
か
ら
注
目
し
て
い
る
。
特
に
、四
月
八
日
の
祭
日
に
注
意
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
で
は
、
四
月
八
日
は
ヨ（

八

日

様

）

ウ
カ
サ
マ
と
い
っ
て
、
家
内
中
で
浜
に
下

る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
初
め
て
の
嫁
は
、
必
ず
浜
に
下
る
も
の
と
し
て
い
た
。
体
の
清

め
に
な
る
と
い
う
。
年
寄
た
ち
は
、
神
輿
が
下
ら
な
く
て
も
、
浜
に
下
る
人
が
い
た
と
い

⒅
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佐々木長生

う
。
四
月
八
日
は
神
の
日
で
、
田
に
入
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
日
に
榊
を
持
っ
て
き
て
、
氏

神
様
に
あ
げ
る
。

　

福
島
県
の
海
岸
一
帯
に
も
、
祭
に
浜
下
り
を
な
さ
れ
る
神
社
が
幾
つ
も
あ
つ
て
、
是
は

大
抵
は
祭
日
を
四
月
八
日
と
し
て
居
る
の
は
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
祭

の
記
事
は
か
つ
て
詳
し
く
雑
誌
に
も
報
告
せ
ら
れ
、
い
つ
で
も
読
ん
で
見
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
や
は
り
其
浜
の
あ
る
村
の
神
社
だ
け
で
無
く
、
中
間
幾
つ
か
の
他
の
村
を
通
過

し
て
、
こ
の
水
辺
の
祭
場
へ
御
出
で
に
な
る
古
例
な
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
石
城
の

方
で
は
同
じ
日
の
一
つ
の
祭
場
に
、
二
社
以
上
の
祭
り
の
行
列
が
集
ま
つ
て
、
所
謂
行
逢

祭
の
行
は
れ
る
の
が
珍
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。（『
神
道
と
民
俗
学
』
よ
り
）

　
「
雑
誌
」
と
は
、
磐
城
民
俗
研
究
会
に
よ
る
調
査
「
磐
城
豊
間
村
薄
磯
の
漁
村
民
俗
資

料
」
所
収
の
『
旅
と
伝
説
』
十
二
巻
十
一
号
（
昭
和
十
四
年
発
行
）
で
あ
ろ
う
。

　
（
４
）
四
月
八
日
の
山
宮
と
里
宮
と
の
交
替
の
祭
り

　

柳
田
国
男
は
、
四
月
八
日
と
十
月
八
日
と
い
う
一
年
を
両
分
し
て
、
神
の
交
替
す
る
祭

り
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
『
神
道
と
民
俗
学
』
で
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
に
、
宮

城
県
蔵
王
町
の
苅
田
嶺
神
社
と
越
後
の
米
山
薬
師
を
あ
げ
て
い
る
。

　

宮
城
県
の
苅
田
嶺
神
社
に
於
て
も
、
里
宮
が
奥
州
往
還
の
衝
に
立
た
せ
た
ま
ふ
を
見
れ

ば
、
此
方
が
先
づ
世
に
顕
は
れ
た
ま
ひ
、
従
つ
て
社
地
の
荘
厳
が
進
ん
だ
も
の
と
思
は
れ

ま
す
が
、
既
に
元
文
年
間
の
封
内
風
土
記
に
依
る
も
、
一
年
を
両
分
し
て
十
月
の
八
日
か

ら
四
月
の
八
日
ま
で
が
、
里
中
の
御
止
住
期
で
あ
り
、
そ
の
二
度
の
御
引
移
り
に
は
、
お

も
た
だ
し
い
神
幸
の
行
事
が
あ
つ
た
様
で
あ
り
ま
す
。
是
は
冬
春
が
山
上
の
雪
氷
に
閉
さ

れ
て
居
る
期
間
で
あ
る
上
は
、
至
つ
て
自
然
な
る
考
へ
方
と
言
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

に
越
後
の
米
山
の
如
き
も
、
今
は
仏
法
の
有
名
な
霊
地
と
な
り
ま
し
て
も
、
や
は
り
山
下

の
村
々
で
は
、
こ
の
四
月
と
十
月
の
八
日
の
日
を
、
特
に
お
薬
師
さ
ん
の
日
と
し
て
休
み
、

餅
を
搗
く
者
が
多
い
さ
う
で
あ
り
ま
す
。
西
頸
城
郡
の
あ
る
村
に
於
て
は
、
米
山
さ
ん
は

四
月
の
八
日
に
山
に
登
ら
つ
し
や
れ
る
の
で
、
此
日
を
御
戸
開
き
と
い
ひ
、
十
月
の
八
日

に
は
又
麓
へ
下
り
て
冬
を
送
ら
れ
る
の
だ
と
謂
つ
て
、
オ
カ
ラ
コ
即
ち
粢
を
は
た
い
て
新

藁
の
苞
に
入
れ
て
供
へ
申
す
の
は
、
明
ら
か
に
農
作
に
因
ん
だ
信
仰
が
有
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
又
他
の
あ
る
村
で
は
、
お
薬
師
さ
ま
は
十
月
八
日
に
、
出
雲
へ
薬
を
合
せ
に
出
か

け
ら
れ
、
四
月
八
日
に
帰
つ
て
来
ら
れ
る
の
だ
と
も
謂
つ
て
居
り
ま
す
（
同
郡
年
中
行

事
）。

　

四
月
八
日
と
十
月
八
日
を
祭
り
と
す
る
の
に
阿
武
隈
山
中
に
点
在
す
る
ハ
ヤ
マ
が
あ
る
。

南
相
馬
市
鹿
島
区
御
山
の
羽
山
神
社
は
、
六
十
年
に
一
度
、
浜
下
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
神
楽
の
列
帳
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
永
年
間
か
ら
明
治
三
十
年
に

⒆

も
浜
下
り
を
行
っ
て
い
る
。
四
月
八
日
に
山
か
ら
下
り
浜
下
り
を
行
っ
て
、
子
孫
の
農
耕

を
見
守
り
、
十
月
八
日
に
山
に
帰
る
と
も
い
わ
れ
る
作
神
で
あ
り
祖
霊
神
で
も
あ
る
。
す

な
わ
ち
浜
下
り
の
神
事
が
農
耕
と
祖
霊
信
仰
と
も
関
わ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

柳
田
国
男
編
『
歳
時
習
俗
語
彙
』
に
は
、
ヤ（

八

日

講

）

ウ
カ
カ
ウ
の
記
載
に
苅
田
嶺
神
社
の
山
宮

の
下
山
式
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

磐
城
の
刈
田
嶺
神
社
な
ど
は
、
正
・
四
・
十
月
の
三
度
の
八
日
が
祭
で
、
八
日
講
と
い

ふ
の
は
正
月
八
日
の
献
膳
式
の
こ
と
を
謂
つ
て
居
る
が
、
冬
の
か
ゝ
り
の
十
月
八
日
に
は
、

下
山
式
と
称
し
て
奥
の
宮
か
ら
神
を
迎
へ
ま
つ
り
、
そ
れ
か
ら
初
夏
の
四
月
八
日
ま
で
、

里
宮
に
神
は
い
ま
す
と
し
て
居
る
（
民
俗
叢
話
）。
即
ち
こ
の
日
を
以
て
再
び
嶺
の
祭
場

に
、
お
還
り
な
る
と
い
ふ
信
仰
が
爰
に
は
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
四
月
八
日
を
大
祭
と
す
る

諸
国
の
御
社
に
は
、
武
蔵
の
御
嶽
の
や
う
に
霊
山
の
麓
に
祀
る
も
の
が
多
い
。

山
宮
と
里
宮
の
交
替
と
み
ら
れ
る
も
の
に
、
筑
波
の
お
座
替
わ
り
が
あ
る
。
藤
田
稔
氏

に
よ
る
と
、「
山
宮
に
い
る
神
と
里
宮
に
い
る
神
が
春
秋
に
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
替
わ
る
神
事

で
あ
る
。
春
に
な
る
と
、
筑
波
山
頂
の
親
神
（
男
女
二
神
）
が
山
麓
の
里
宮
に
降
り
、
里

宮
に
い
た
子
神
た
ち
が
山
頂
に
座
を
移
す
。
秋
に
な
る
と
親
神
は
ふ
た
た
び
山
頂
に
座
替

わ
り
し
、
子
神
た
ち
は
里
に
移
る
。」
と
い
う
。

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
が
多
く
「
神
の
日
」
の
四
月
八
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
、

御
旅
所
と
な
る
海
岸
の
祭
場
に
神
幸
す
る
形
態
は
、
山
宮
か
ら
里
宮
（
祭
場
の
御
旅
所
）

へ
の
神
霊
の
渡
御
と
も
み
ら
れ
る
。
山
か
ら
里
に
下
っ
た
神
々
は
、
潮
水
で
禊
を
し
て
神

の
力
を
蘇
生
す
る
観
念
が
あ
っ
た
ろ
う
。
中
釜
戸
の
諏
訪
神
社
や
、
楢
葉
町
の
大
滝
神
社

の
祭
礼
に
は
そ
の
要
素
が
濃
厚
に
み
ら
れ
る
。
い
わ
き
市
錦
町
御
宝
殿
熊
野
神
社
の
祭
礼

は
、
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
一
日
に
行
わ
れ
る
。
七
年
に
一
度
は
い
わ
き
市
田
人
町
黒

田
の
熊
野
神
社
の
浜
下
り
が
行
わ
れ
る
。
黒
田
の
熊
野
神
社
は
、
山
宮
的
な
存
在
で
あ

り
、
御
宝
殿
の
熊
野
神
社
は
里
宮
的
な
存
在
に
あ
る
と
い
え
る
。
御
宝
殿
熊
野
神
社
祭
礼

の
七
月
三
十
一
日
の
午
後
に
は
、
勅
使
と
呼
ば
れ
る
男
児
が
青
年
た
ち
に
伴
わ
れ
、
須
賀

海
岸
で
潮
垢
離
を
と
る
。
勅
使
は
祭
礼
時
、
馬
上
で
眠
る
と
、
参
拝
者
た
ち
は
神
が
乗
り

移
っ
た
と
、
手
を
合
わ
せ
拝
む
。
中
釜
戸
諏
訪
神
社
の
浜
下
り
で
も
、
殿
様
・
家
老
の
子

ど
も
が
神
輿
と
共
に
浜
ま
で
下
る
。
や
は
り
子
ど
も
が
馬
上
で
眠
る
と
神
が
乗
り
移
っ
た

と
拝
む
光
景
が
見
ら
れ
た
。
勅
使
や
殿
様
・
家
老
た
ち
は
、
神
の
依
り
代
的
存
在
で
あ

り
、
民
俗
学
で
言
う
ヒ
ト
ツ
モ
ノ
と
い
え
よ
う
。

　
（
５
）
浜
下
り
の
神
事
と
サ
カ
ム
カ
エ

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
で
、
最
も
盛
ん
に
サ
カ
ム
カ
エ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
菅

波
の
大
國
魂
神
社
を
は
じ
め
数
社
の
神
輿
が
集
合
す
る
薄
磯
浜
で
あ
る
。

⒇

㉑
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そ
れ
ぞ
れ
の
海
で
潮
垢
離
を
と
っ
た
神
輿
は
、
薄
磯
の
浜
に
集
っ
て
海
に
面
し
て
並
ぶ
。

伝
馬
船
を
台
に
し
て
、
到
着
順
に
並
び
、
同
じ
順
に
サ
カ
ム
カ
エ
の
お
祝
い
を
す
る
。
全

部
の
神
輿
が
並
ん
だ
様
子
は
荘
厳
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
ず
薄
磯
の
区
長
と
か
社

総
代
た
ち
が
発
声
し
て
、
高
砂
と
か
庭
の
い
さ
ご
な
ど
の
、
め
で
た
い
謡
を
三
つ
歌
い
、

次
に
め
で
た
を
三
つ
歌
う
が
、
こ
ち
ら
で
一
つ
歌
え
ば
、
向
こ
う
の
神
輿
の
ほ
う
で
も
一

つ
や
る
と
い
う
具
合
に
互
い
に
歌
う
。
そ
れ
が
済
む
と
酒
盛
り
に
な
る
。
夕
刻
、
神
輿
は

帰
路
に
つ
く
が
、
薄
磯
の
青
年
た
ち
は
、
村
は
ず
れ
ま
で
見
送
る
こ
と
を
な
ら
わ
し
と
す

る
。サ

カ
ム
カ
エ
は
、「
坂
迎
え
」
と
「
境
迎
え
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
い
わ
き
地
方
の
浜

下
り
の
神
事
で
は
、「
酒
迎
え
」
と
表
記
さ
れ
る
の
も
み
ら
れ
る
。
柳
田
国
男
監
修
、
民

俗
学
研
究
所
編
『
民
俗
学
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
坂
迎
え
」
は
、
神
仏
詣
り
な
ど
で
遠
方

へ
旅
し
た
も
の
が
帰
っ
て
く
る
の
を
、
村
境
ま
で
出
迎
え
て
お
こ
な
う
共
同
飲
食
の
こ

と
」
と
あ
る
。
桜
井
徳
太
郎
氏
は
、「
サ
カ
ム
カ
エ
は
結
局
、
そ
の
よ
う
に
神
と
同
格
の
地

位
に
お
か
れ
た
代
参
者
が
、
再
び
人
間
に
立
ち
返
る
行
事
で
あ
り
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
的
確
な
定
義
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
の
サ
カ
ム
カ
エ
に
似
た
行
事
に
、
相
馬
郡
新
地
町
福
田

の
諏
訪
神
社
の
オ（

御

神

輿

迎

え

）

ミ
コ
シ
ム
カ
エ
が
あ
る
。
諏
訪
神
社
の
浜
下
り
は
、
旧
暦
三
月
二
三
日

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
六
年
当
時
は
、
周
辺
の
神
社
の
祭
礼
が
統
一
さ
れ
、
四
月
三
日

で
、
か
つ
て
は
埒
浜
ま
で
下
っ
た
。
浜
下
り
は
諏
訪
神
社
・
大
神
宮
・
八
重
垣
神
社
の
御

神
体
を
三
基
の
神
輿
に
遷
し
、
猿
田
彦
が
先
頭
に
な
っ
て
出
発
す
る
。
諏
訪
・
大
神
宮
・

八
重
垣
の
順
に
沢
口
の
ウ（

移

し

の

宮

）

ツ
シ
ノ
ミ
ヤ
に
向
か
う
。
沢
口
に
は
諏
訪
神
社
の
外
末
社
の
山

の
神
が
あ
る
。
三
基
の
神
輿
を
ウ
ツ
シ
ノ
ミ
ヤ
に
安
置
し
た
後
、
神
官
が
山
の
神
ま
で
行

っ
て
祝
詞
を
あ
げ
る
。

沢
口
の
ウ
ツ
シ
ノ
ミ
ヤ
は
、
赤
砂
で
土
壇
を
築
き
、
神
輿
を
安
置
す
る
。
こ
れ
を
オ（

御ン

コ腰

掛

場

）

シ
カ
ケ
バ
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
前
に
筵
を
敷
き
、
近
く
の
人
た
ち
が
、
各
自
重
箱
に

料
理
を
詰
め
て
き
て
、
こ
こ
で
お
神
酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昼
食
を
す
る
。
こ
れ
を
オ

ミ
コ
シ
ム
カ
エ
を
い
い
、
昔
は
皆
で
御
神
輿
を
迎
え
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
こ
こ
で
も

七
福
神
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
集
っ
た
人
た
ち
か
ら
は
、
ハ（

花
）ナ
が
う
た
れ
る
。
か
つ
て
は
神

輿
が
下
っ
て
か
ら
も
酒
盛
り
が
続
い
た
と
い
う
。
沢
口
の
ウ
ツ
シ
ノ
ミ
ヤ
か
ら
作
田
の
ウ

ツ
シ
ノ
ミ
ヤ
に
向
か
う
。
ウ
ツ
シ
ノ
ミ
ヤ
は
、
い
わ
き
地
方
の
オ（

御

旅

所

）

タ
ビ
シ
ョ
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
６
）
浜
下
り
の
神
事
と
作
占

　

浜
下
り
の
神
事
に
来
る
年
の
作
柄
を
占
う
、
作
占
の
行
事
を
伴
う
神
社
が
あ
る
。
双
葉

㉒

㉓

㉔

郡
楢
葉
町
上
小
塙
の
大
滝
神
社
や
双
葉
郡
富
岡
町
下
郡
山
の
四
十
八
社
山
神
社
な
ど
で
あ

る
。

　

い
わ
き
市
錦
町
の
御
宝
殿
熊
野
神
社
の
八
月
一
日
の
祭
礼
に
は
、
浜
下
り
は
前
日
に
神

輿
渡
御
と
「
勅
使
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
が
須
賀
浜
に
下
り
、
潮
垢
離
を
と
る
。
ま
た
兎

と
烏
の
絵
を
長
い
竹
棹
の
先
に
付
け
た
鉾
立
の
神
事
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
兎
と
烏
の

鉾
を
青
年
た
ち
が
二
手
に
別
れ
て
持
ち
、
参
道
を
一
気
に
駆
け
抜
け
、
社
殿
前
に
立
て
る
。

兎
の
鉾
が
先
に
立
ち
勝
て
ば
、
里
側
の
農
業
が
豊
作
と
な
り
、
烏
の
鉾
が
勝
て
ば
、
海
側

の
漁
業
が
豊
漁
と
な
る
と
い
う
。
鉾
は
祭
礼
の
期
間
、
立
て
ら
れ
て
い
る
。
御
宝
殿
熊
野

神
社
の
祭
礼
に
は
、
兎
と
烏
の
絵
を
付
け
た
鉾
を
持
っ
て
舞
う
、
稚
児
田
楽
や
、
鹿
踊
り

な
ど
豊
作
を
祈
る
民
俗
芸
能
も
奉
納
さ
れ
る
。

　

浜
下
り
を
行
い
、
潮
垢
離
を
取
り
、
神
の
新
た
な
る
機
能
を
蘇
生
し
た
神
に
作
柄
を
占

う
と
い
う
観
念
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
７
）
垂
谷
落
し
の
神
事

　

浜
下
り
の
神
事
に
作
占
を
伴
う
も
の
と
し
て
、
南
相
馬
市
小
高
区
大
井
の
益
田
嶺
神
社

が
あ
る
。
同
社
は
、
往
昔
よ
り
甲
子
大
国
社
と
称
し
、
大
国
主
大
神
と
少
彦
大
神
を
祀
る
。

　

旧
暦
四
月
八
日
が
祭
礼
で
、
毎
年
オ（

御

浜

下

り

）

ハ
マ
サ
ガ
リ
と
い
っ
て
、
塚
原
の
浜
に
神
幸
が
あ

る
。
還
幸
の
途
中
垂（

た
り
や
）谷に
て
、「
垂
谷
落
し
」
の
神
事
が
あ
る
。
俗
に
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
と

言
っ
て
い
る
。
た
り
や
の
訛
語
で
タ
ラ
イ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ウ（

馬

下

マ
オ
ロ

シし
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
終
戦
後
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

四
月
八
日
の
祭
礼
に
際
し
て
、
か
つ
て
は
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
、
オ（

お
別
火
）

ベ
ッ
カ
と
い
っ
て
、

祭
に
参
加
す
る
人
た
ち
は
、
神
社
の
社
務
所
で
朝
夕
の
食
事
を
と
っ
た
が
、
後
に
は
祭
の

前
日
の
夕
食
と
当
日
の
朝
食
と
を
、
社
務
所
に
寄
っ
て
煮
炊
き
し
、
い
た
だ
く
だ
け
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
煙
草
の
火
も
遠
慮
し
て
も
ら
う
。
こ
の
期
間
は
、
各
人
が
海
に
行
っ

て
潮
垢
離
を
と
っ
た
。
オ
ベ
ッ
カ
を
行
っ
て
帰
る
途
中
、
外
の
火
の
も
の
を
口
に
す
る
と
、

必
ず
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
に
怪
我
を
し
た
と
い
う
。
オ
ベ
ッ
カ
の
生
活
は
、
祭
に
参
加
す
る
人

の
み
な
ら
ず
、
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
の
馬
も
同
様
に
行
う
。

　

八
日
は
、
本
殿
で
祭
事
を
執
行
し
た
後
、
神
輿
は
神
社
を
出
発
す
る
。
途
中
の
休
み
所

は
な
く
、
塚
原
の
浜
へ
直
行
す
る
。
こ
の
時
、
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
の
馬
は
、
尾
に
祈
祷
札
を

結
ん
で
、
一
緒
に
浜
へ
下
る
。
祭
場
に
到
着
す
る
と
、
船
を
出
し
下
し
す
る
時
に
使
う
枕

（
ソ
ロ

木バ
ン
）を
積
ん
で
、
砂
を
盛
り
あ
げ
た
祭
壇
に
神
輿
を
安
置
す
る
。

　

神
輿
付
き
の
青
年
が
丼

（
ど
ん
ぶ
り
）に
潮
水
を
汲
ん
で
き
て
、
そ
れ
を
榊
に
浸
し
て
神
輿
に
ふ
り

か
け
る
。
こ
の
榊
を
シ
オ
カ
キ
と
い
い
、
垂
谷
落
し
の
祭
場
も
こ
の
榊
で
清
め
る
。
タ
ラ

イ
オ
ト
シ
の
馬
も
青
年
た
ち
に
曳
か
れ
て
海
に
入
り
、
お
潮
垢
離
を
と
る
。
浜
で
の
祭
事

㉕
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を
終
え
た
後
還
幸
と
な
る
。
途
中
、
塚
原
の
諏
訪
神
社
で
休
み
、
神
官
が
祝
詞
を
あ
げ
て
、

海
上
安
全
を
祈
願
す
る
。
こ
れ
よ
り
垂
谷
の
祭
場
に
向
か
う
。
神
輿
が
垂
谷
落
し
の
祭
場

に
到
着
す
る
と
、
神
輿
を
土
盛
り
し
た
祭
壇
に
安
置
す
る
。
神
官
の
祝
詞
奏
上
後
、
祭
場

を
お
祓
い
し
、
塩
と
洗
米
を
撒
い
て
清
め
る
。
次
に
シ
オ
カ
キ
で
大
井
の
青
年
た
ち
の
約

で
あ
る
白
丁
を
お
祓
い
す
る
。

　

祭
場
は
二
〇
間
く
ら
い
の
急
な
崖
で
、
急
な
ほ
ど
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
祭
の
三
日
前

に
人
足
が
出
て
、
祭
場
を
掃
除
し
、
ま
わ
り
に
注
連
縄
を
張
り
巡
ら
す
。
見
物
人
は
、
こ

の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
は
、
神
輿
を
担
い
で
き
た
大
井
の
青
年

た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
人
数
は
乗
り
手
が
一
人
で
右
手
を
馬
の
た
て
髪
に
結
わ
え
、

左
手
は
馬
の
尾
に
結
ん
で
乗
る
。
馬
の
首
を
押
さ
え
る
者
が
二
人
、
そ
の
外
、
一
脇
・
二

脇
・
三
脇
・
四
脇
と
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
、
八
名
が
馬
の
脇
に
つ
く
。
残
り
の
青
年
た
ち

は
、
馬
の
後
部
に
つ
か
ま
り
、
馬
の
尻
を
押
し
つ
ぶ
す
。
馬
は
青
年
た
ち
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
、
前
足
を
突
っ
張
り
、
後
ろ
足
を
曲
げ
た
ま
ま
、
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
。
馬
の
前
を

青
年
の
一
人
が
洗
米
を
撒
き
清
め
て
い
く
。

　

馬
の
首
を
押
さ
え
る
者
の
頭
上
に
は
、
馬
の
足
が
く
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

青
年
た
ち
は
、
神
に
全
て
を
か
け
て
神
事
に
参
加
す
る
と
い
う
。
調
子
よ
く
下
り
る
の

は
そ
の
ま
ま
下
り
る
が
、
悪
い
の
は
途
中
で
つ
か
え
、
足
を
伸
ば
し
て
倒
れ
て
し
ま
う
。

こ
う
な
っ
た
場
合
、
青
年
た
ち
が
苦
労
し
て
引
き
起
こ
し
て
落
と
す
。
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
の

馬
は
三
頭
で
主
に
暴
れ
馬
や
人
に
嚙
み
つ
い
た
り
す
る
馬
が
選
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
馬
は

氏
子
の
人
た
ち
か
ら
の
希
望
や
乗
り
手
が
さ
が
し
て
く
る
。
ど
ん
な
暴
れ
馬
で
も
、
タ
ラ

イ
オ
ト
シ
を
す
る
と
、
お
と
な
し
く
な
る
と
い
う
。

　

見
物
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
三
頭
の
馬
を
そ
れ
ぞ
れ
早
稲
・
中（

な
か
て
）稲・
晩
稲
に
み
た
て
、

そ
の
下
り
具
合
に
よ
っ
て
、
稲
の
作
柄
を
占
う
。
早
稲
馬
が
う
ま
く
下
れ
ば
、
早
稲
が
よ

く
、
晩
稲
馬
が
途
中
で
潰
れ
る
と
、
晩
稲
は
よ
く
な
い
な
ど
と
占
っ
た
。

　

タ
ラ
イ
オ
ト
シ
で
は
、
不
思
議
に
も
怪
我
を
す
る
者
が
な
く
、
も
し
怪
我
を
す
る
と
、

必
ず
穢
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大
井
に
は
、「
タ
ラ
イ
オ
ト
シ
を
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
、
婿

に
行
か
れ
な
い
。」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
大
井
の
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、

こ
の
神
事
は
、
源
平
合
戦
の
鵯
越
え
の
坂
落
し
で
あ
る
と
い
う
人
も
あ
る
。

　

以
上
は
、
大
井
の
門
馬
重
亮
氏
（
昭
和
四
六
年
調
査
時
六
五
才
）
と
、
田
代
皎
宮
司

（
昭
和
四
六
年
調
査
時
七
五
才
）
か
ら
の
聞
き
書
き
を
主
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

　

な
お
、
安
政
年
間
よ
り
相
馬
中
村
藩
で
編
纂
さ
れ
た
『
奥
相
志
』
に
は
、
垂
谷
落
し
の

神
事
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

四
月
八
日
祭
礼
、
神
輿
を
塚
原
の
海
浜
に
下
す
。
還
幸
の
時
、
祈
願
あ
る
者
三
日
潔
斎
、

駿
馬
に
跨
り
足
谷
山
頂
よ
り
駈
下
す
。
高
山
嶮
嶺
馬
上
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
故
に
割
竹

を
鳴
ら
し
以
て
逐
下
す
。
人
馬
分
れ
て
深
谷
に
転
じ
、
或
は
馬
尾
に
縋
り
て
下
る
者
あ

り
。
或
は
環
転
し
て
下
る
者
あ
り
。
然
れ
ど
も
人
馬
共
に
傷
者
あ
る
な
し
。
生
駒
、
悪
齧

馬
も
尋
常
の
馬
と
な
る
。
こ
れ
を
垂
谷
下
の
神
事
と
い
う
。
奇
な
る
か
な
、
衆
人
そ
の
神

妙
に
感
じ
ざ
る
は
な
し
。
古
記
に
八
日
早
朝
こ
れ
を
行
う
と
い
う
。

　
結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
い
わ
き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
を
中
心
に
、
そ
の
特
色
を
あ
げ
て
若
干
の
分
析

と
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
論
と
し
て
、
御
旅
所
と
し
て
の
祭
場
と
な
る
海
浜
へ
の

神
幸
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
神
事
形
態
は
、
福
島
県
浜
通
り
北
部
の
相
馬
地
方
に

も
言
え
る
が
、
い
わ
き
地
方
は
、
特
に
濃
厚
に
神
事
形
態
が
み
ら
れ
る
。
オ
タ
ビ
シ
ョ
と

い
う
民
俗
語
彙
は
、
現
在
の
浜
下
り
の
神
事
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
祭
場
と
な
る
御
旅

所
に
は
、
数
基
の
神
輿
が
集
合
し
、
寄
合
祭
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
は
サ
カ
ム
カ
エ
と
呼
び
、

謡
や
酒
盛
り
も
行
わ
れ
る
。

　

祭
日
は
四
月
八
日
で
、
一
定
の
浜
に
下
る
。
四
月
八
日
は
「
神
の
日
」
と
も
呼
ば
れ
、

間
に
山
か
ら
採
っ
て
き
た
藤
や
山
吹
・
つ
つ
じ
な
ど
の
花
を
供
え
、
浜
下
り
を
す
る
神
輿

を
お
迎
え
す
る
。
こ
れ
も
サ
カ
ム
カ
エ
と
呼
ん
で
い
る
。

　

祭
場
と
な
る
浜
に
は
、
か
つ
て
神
が
上
陸
し
た
と
い
う
、
漂
着
神
伝
承
を
伴
う
神
々
が

多
く
、
そ
の
伝
承
に
因
ん
で
、
浜
下
り
を
行
う
神
々
が
多
い
。
福
島
県
浜
通
り
地
方
の
浜

下
り
の
神
事
に
共
通
し
た
、
特
色
と
言
え
る
。

　

個
人
の
氏
神
の
浜
下
り
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
相
馬
地
方
に
も
あ
り
、
浜
下
り
の
神
事

に
祖
霊
神
の
浜
下
り
が
関
連
付
け
ら
れ
る
一
要
素
で
も
あ
る
。

　

浜
下
り
を
行
う
神
々
に
は
、
山
宮
的
に
山
間
の
地
と
里
宮
的
に
近
い
場
所
に
社
殿
が
あ

り
、
山
宮
の
神
輿
は
数
年
に
一
度
の
大
祭
に
浜
下
り
を
行
う
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
い
わ

き
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
に
は
、
山
宮
と
里
宮
の
神
事
の
形
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
わ
き
市
錦
町
の
御
宝
殿
熊
野
神
社
と
田
人
町
黒
田
の
熊
野
神
社
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

渡
辺
町
中
釜
戸
の
諏
訪
神
社
な
ど
も
、
現
在
の
社
殿
の
あ
る
地
が
山
宮
で
あ
り
、
祭
場
と

な
る
下
川
の
浜
は
、
御
旅
所
で
あ
り
、
里
宮
的
な
存
在
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
信
仰
形

態
は
、
楢
葉
町
上
小
塙
の
大
滝
神
社
の
浜
下
り
の
他
、
相
馬
地
方
で
も
飯
舘
村
大
倉
の
山

津
見
神
社
の
浜
下
り
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

　

浜
下
り
の
神
事
に
は
、
稲
作
の
で
き
ぐ
あ
い
を
占
う
、
作
占
の
神
事
を
伴
う
例
も
あ
る
。

四
月
八
日
と
い
う
農
耕
の
始
ま
る
節
に
、
山
か
ら
里
へ
下
り
、
潮
水
の
浄
化
に
よ
り
、
神

の
機
能
を
蘇
生
し
、
作
柄
を
神
に
問
う
と
い
う
観
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
島

県
浜
通
り
地
方
の
浜
下
り
の
神
事
に
は
、
沿
岸
地
方
の
民
間
信
仰
を
考
え
る
上
で
、
重
要
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御旅所への神幸　浜下りの神事−いわき地方を中心に−

な
信
仰
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
柳
田
国
男
も
、『
神
道
と
民
俗
学
』

な
ど
で
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
四
年
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
で
は
企
画
展
「
お
は
ま
お
り
～
海
へ
向
か
う
神
々

の
祭
り
～
」
を
開
催
し
て
い
る
。
同
館
で
は
、
千
葉
県
内
の
浜
下
り
の
神
事
の
総
合
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
浜
下
り
の
神
事
が
全
国
的
規

模
で
調
査
研
究
さ
れ
る
時
代
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
、
拙
稿

が
、
福
島
県
の
浜
下
り
の
神
事
の
資
料
提
供
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　

拙
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
多
く
の
方
々
か
ら
資
料
提
供
と
御
教
導
い
た
だ
い

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
岩
崎
真
幸
・
石
井
聖
子
・
榎
美
香
・
大
里
正
樹
・
大
山
孝

正
・
神
野
善
治
・
亀
倉
加
久
子
・
二
本
松
文
雄
・
松
田
香
代
子
・
山
崎
祐
子
・
山
名
隆
弘

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

註⑴　

福
島
県
立
博
物
館
編
集
・
発
行　
『
福
島
県
に
お
け
る
浜
下
り
の
研
究
』　

福
島
県
立

博
物
館　

平
成
九
年

⑵　

佐
々
木
長
生　
「
浜
下
り
の
神
事
の
分
布
と
考
察　

福
島
県
相
馬
地
方
・
双
葉
地

方
・
い
わ
き
地
方
」
岩
崎
敏
夫
編
『
東
北
民
俗
資
料
集
』（
四
）
所
収　

万
葉
堂　

昭
和
五
〇
年

⑶　

佐
々
木
長
生
「
四
月
八
日
と
浜
下
り

−

相
馬
地
方
の
八
竜
神
の
浜
下
り
を
中
心
に

−

」　

日
本
風
俗
史
学
会
東
北
・
北
海
道
支
部
編
集
・
発
行
『
日
本
風
俗
史
学
会
東

北
・
北
海
道
支
部
研
究
紀
要
』
第
四
号　

令
和
四
年

⑷　

岩
崎
敏
夫
著
『
日
本
の
年
中
行
事

−
磐
城
編

−

』　

現
代
思
想
社　

昭
和
二
八
年

⑸　

大
須
賀
履
「
磐
城
誌
料
歳
時
民
俗
記
」『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
九
巻　

風

俗
』
所
収　

三
一
書
房　

昭
和
四
四
年

⑹　

磐
城
民
俗
研
究
会
「
磐
城
豊
間
村
薄
磯
の
漁
村
民
俗
資
料
」『
旅
と
伝
説
』
第
十
一

巻
四
号　

所
収　

三
元
社　

昭
和
十
四
年

⑺　

柳
田
国
男
『
神
道
と
民
俗
学
』（
昭
和
十
八
年
四
月
、
明
生
書
店
）『
定
本
柳
田
國
男

集
（
新
装
版
）』
第
十
巻　

所
収　

筑
摩
書
房　

昭
和
四
四
年

⑻　

柳
田
国
男
監
修
・
民
俗
学
研
究
所
編　
『
民
俗
学
辞
典
』　

東
京
堂
出
版　

昭
和
二
六

年

⑼　

註
⑵

⑽　

註
⑵

⑾　

註
⑵

⑿　

註
⑵

⒀　

註
⑵

⒁　

註
⑽

⒂　

福
原
敏
男
「
御
旅
所
」『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上　

吉
川
弘
文
館　

平
成
一
一
年

⒃　

註
⑵

⒄　

註
⑵

⒅　

堀
一
郎
「
神
幸
浜
下
の
神
事
」『
わ
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
一
）』　

東
京
創
元

社　

昭
和
三
九
年

⒆　

註
⑺

⒇　

柳
田
国
男
編
『
歳
時
習
俗
語
彙
』（
昭
和
一
四
年
初
版
発
行
）　

復
刻
版　

国
書
刊
行

会　

昭
和
五
〇
年

㉑　

藤
田
稔
『
日
本
の
民
俗
８　

茨
城
』　

第
一
法
規　

昭
和
四
八
年

㉒　

註
⑻

㉓　

桜
井
徳
太
郎
『
日
本
民
間
信
仰
論
』
増
補
版　

弘
文
堂　

昭
和
四
五
年

㉔　

註
⑵

㉕　

註
⑵
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佐々木長生

写真 1　大國魂神社　社殿　いわき市平菅波　昭和47年 4
月15日

写真 2　大國魂神社の遠景　荒田目より望む　いわき市平
菅波　昭和47年 4 月15日

写真 5　大國魂神社浜下り　海水に入る神輿　山崎祐子氏
撮影（平成25年 5 月）

写真 6　大國魂神社　甲塚へ上りサカムカエを行う　山崎
祐子氏撮影（平成25年 5 月）

写真 3　甲塚古墳（古墳上の松の木はその後枯死　大國魂
神社の浜下りでの御旅所の一つ　神輿を担ぎ登りサカムカ
エが行われる）　いわき市平荒田目　昭和47年 4 月15日

写真 4　大國魂神社　サカムカエ　山崎祐子氏撮影（平成
25年 5 月）
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写真 7　薄井神社（2011年 3 月11日の東日本大震災によっ
て流失）　いわき市平薄磯　昭和47年 4 月15日撮影

写真 8　中釜戸の浜下り　門口に供えられたサカムカエの
花　いわき市泉町下川

写真 9　薄磯のさいの河原　
いわき市平薄磯　昭和46年 7 月

写真10　諏訪神社の浜下りと奴子行道　村境の御旅所で神
輿を迎える氏子たち　いわき市渡辺町中釜戸　昭和47年 4
月 8 日

写真11　中釜戸諏訪神社　社殿　いわき市渡辺町中釜戸　
昭和47年 4 月 8 日

写真12　諏訪神社を出発する神輿と奴子行道　いわき市渡
辺町中釜戸　昭和47年 4 月 8 日
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写真13　諏訪神社の浜下りと奴子行道　馬上にまたがる
「殿様」役の子どもと、もう一人「家老」役の子どもも随
行　下川の祭場まで下る　いわき市渡辺町中釜戸　昭和47
年 4 月 8日

写真14　諏訪神社の浜下りと奴子行道　馬上で眠る「殿様」　
眠ると神が乗り移ったとして沿道の参拝者は手を合わせて
拝む　いわき市渡辺町中釜戸　昭和47年 4月 8日

写真17　奴子行道の様子　いわき市渡辺町中釜戸　昭和47
年 4月 8日

写真18　諏訪神社の浜下りと奴子行道　諏訪の道を下川の
浜に下る諏訪神社の神輿　いわき市渡辺町中釜戸　昭和47
年 4月 8日

写真15　諏訪神社の浜下りと奴子行道　御旅所の神輿を安
置する砂の壇　いわき市泉町下川　昭和47年 4月 8日

写真16　諏訪神社の浜下りと奴子行道　御旅所では砂で築
かれた壇の上に安置された神輿と神主・氏子たちによるサ
カムカエが行われる　いわき市泉町下川　昭和47年 4月 8
日
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写真19　中釜戸諏訪神社の浜下り　下川古口家（御旅所）
に安置された神輿（いわき市泉町下川）昭和47年 4月

写真20　村境で神輿を迎える氏子たち　いわき市渡辺町中
釜戸　諏訪神社の浜下り　昭和47年 4月 8日

写真21　神輿にお供する「殿様」　いわき市渡辺町中釜戸　
諏訪神社の浜下り　昭和47年 4月 8日

写真22　神輿を浜まで案内する古口家（かつて神を拾い上
げたと伝えられる）　いわき市渡辺町中釜戸　諏訪神社の
浜下り　昭和47年 4月 8日

写真23　御神体の潮垢離　かつて神が上陸したと伝えられ
る神笑の海岸で神主が御神体を潮水で清める　いわき市小
名浜神笑海岸

写真24　木戸川の雄滝と女滝　双葉郡楢葉町上小塙　平成
21年　二本松文雄氏撮影
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写真25　大滝神社の籠り堂　双葉郡楢葉町上小塙　平成21
年　二本松文雄氏撮影

写真26　大滝神社　双葉郡楢葉町上小塙　平成21年　二本
松文雄氏撮影

写真29　大滝神社の浜下り　御旅所 写真30　愛宕花園神社の浜下り　御旅所に到着した神輿　
いわき市平中神谷　愛宕花園神社　昭和47年 4月15日

写真27　大滝神社の浜下り　御神体を笈で背負い、御旅所
へ向かう　双葉郡楢葉町上小塙　平成21年 4月

写真28　大滝神社の浜下り　津神社の御旅所　双葉郡楢葉
町　平成21年　二本松文雄氏撮影
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写真31　御旅所に御札を飾る氏子　いわき市平中神谷　愛
宕花園神社の浜下り　昭和47年4月15日

写真32　御旅所に飾られた注連縄や御札など　いわき市平
中神谷　愛宕花園神社の浜下り　昭和47年4月15日

写真33　愛宕・花園神社の浜下り　新舞子浜の御旅所での
サカムカエ　御神酒をいただいた後、謡を歌い、酒盛り、
食事となる

写真34　四倉浜に到着した数基の神輿　サカムカエが行わ
れる　いわき市四倉町　諏訪神社・安房神社・出羽神社

写真35　八日塔　いわき市四倉町　昭和46年 5月 写真36　四十八社山神社の浜下り　神輿の下を子どもをく
ぐらせ、成長を祈願する　双葉郡富岡町下郡山毛萱浜
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写真37　四十八社山神社の浜下り　ぼんでんの幣を奪い合
い　ぼんでんの軸　双葉郡富岡町下郡山毛萱浜　昭和46年
4 月

写真38　四十八社山神社の浜下り　ぼんでんの幣を奪い合
い　ぼんでんの軸　双葉郡富岡町下郡山毛萱浜　昭和46年
4 月

写真41　四十八社山神社の浜下り　祭場での神事　富岡町
下郡山　昭和46年 4 月15日

写真42　四十八社山神社の浜下り　浜に到着した神輿に神
主の祈祷が行われる　富岡町下郡山　昭和46年 4 月15日

写真39　四十八社山神社の浜下り　御神体を清める　双葉
郡富岡町下郡山　毛萱浜　昭和46年 4 月

写真40　四十八社山神社の浜下り　海浜を祓い清める　双
葉郡富岡町下郡山毛萱浜　昭和46年 4 月
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写真43　立てられた兎と烏の御鉾　いわき市錦町御宝殿熊
野神社　昭和47年 8 月 1 日

写真44　御宝殿熊野神社の勅使の浜下り　勅使の子どもが
祭の前日、須賀の浜に下り、潮垢離をとる　浜に向かう勅
使　いわき市錦町御宝殿　昭和46年 7 月31日

写真45　御宝殿熊野神社祭礼　勅使の潮垢離　いわき市
錦町須賀浜　昭和46年 7 月31日

写真46　御宝殿熊野神社の御鉾立の神事　兎と烏の絵を付
けた鉾を競い立て里と海の作を占う　いわき市錦町御宝殿
熊野神社　昭和47年 8 月 1 日

写真47　大倉山津見神社の浜下り　祭場である南海老の浜
に神輿が到着

写真48　大倉山津見神社の浜下り　南海老の浜での神事　
潮水に浸した榊で神輿を清める　南相馬市鹿島区南海老　
昭和46年 4 月
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写真49　養蚕豊作祈願の御札と幣束　浜下りの沿道の養蚕
農家に配られる（蚕室に奉納する）　相馬郡飯舘村大倉山
津見神社の浜下り　南相馬市鹿島区南海老　昭和46年 4 月
20日

写真50　浜下りの祭場の竹矢来　南相馬市鹿島区烏崎浜　
日吉神社の浜下りの神事　平成16年 4 月

写真53　日吉神社の浜下り　浜と里の村境堤下の建場の光
景　参列者一名一名を列帳で確認　南相馬市鹿島区大内　
平成16年

写真54　津神社　 3・11の大津波で流失　南相馬市鹿島区
烏崎　平成16年 4 月

写真51　日吉神社の浜下り　潮水を汲み神輿に供える烏崎
の区長　平成16年 4 月

写真52　日吉神社の浜下り　堤下の建場　南相馬市鹿島区
大内　平成16年 4 月
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写真55　津神社の浜下り　蕪引き　南相馬市鹿島区烏崎　
2009年 4 月

写真56　津神社の浜下り　鯨引き　南相馬市鹿島区烏崎　
2009年 4 月　二本松文雄氏撮影

写真57　虚空蔵様の浜下り　海岸に到着　南相馬市鹿島区
南海老　昭和44年 3 月28日

写真58　海老の虚空蔵尊の浜下り　建場に設けられた土壇
の神輿台　南相馬市鹿島区南海老

写真59　建場の御輿台に安置された虚空蔵尊の御輿　海老
の虚空蔵の浜下り　南相馬市鹿島区北海老　昭和46年 3 月
28日

写真60　潮垢離取り　海老の虚空蔵の浜下り　南海老の区
長が波三つを越えて潮水を汲み虚空蔵尊に供える　南相馬
市鹿島区南海老浜　昭和46年 3 月28日

蕪（里側の村）と鯨（海側の村）で引きあい、豊作や豊漁を祈る
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写真61　建場（北海老と南海老の村境）　村境には「右海
老浜　左鹿島町」の石碑がある　虚空蔵の浜下り　昭和46
年 3 月28日

写真62　小泉川での潮垢離　かつては埒浜まで下り潮垢離
をとった　相馬郡新地町福田　諏訪神社　昭和46年 4 月15
日

写真65　神輿前で七福神神楽の舞を奉納　相馬郡新地町福
田　諏訪神社　昭和46年 4 月15日

写真66　神輿迎え　土壇に安置された三基の神輿前で神輿
迎えの神事が行われる　相馬郡新地町福田　諏訪神社　昭
和46年 4 月15日

写真63　潮垢離を取る小泉川に到着した神輿で神事を行う
神主と氏子たち　昭和46年 4 月15日

写真64　御旅所の神輿安置の土壇　相馬郡新地町福田　諏
訪神社　昭和46年 4 月15日




